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雲
仙
岳
は
、
長
崎
県
・
島
原
半
島
の
ほ

ぼ
中
央
部
に
位
置
す
る
火
山
だ
。
普
賢
岳
、

国
見
岳
、
妙
見
岳
の
三
峰
、
絹
笠
岳
、
高

岩
岳
、
野
岳
、
矢
岳
、
九
千
部
岳
の
五
岳

か
ら
な
る
山
々
の
総
称
と
し
て
も
知
ら
れ
、

「
三
峰
五
岳
の
雲
仙
岳
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

　

有
史
後
の
噴
火
で
は
溶
岩
流
を
３
回
流

出
し
た
が
、
噴
火
活
動
は
い
ず
れ
も
普
賢

岳
に
限
ら
れ
て
い
る
。
記
憶
に
新
し
い
活

動
で
は
、
平
成
2
年
11
月
に
普
賢
岳
山
頂

東
側
の
地
獄
跡
火
口
お
よ
び
九
十
九
島
火

口
で
水
蒸
気
爆
発
が
あ
る
。
翌
平
成
3
年

に
は
溶
岩
ド
ー
ム
が
出
現
し
て
成
長
、
火

砕
流
を
頻
発
し
た
。
中
で
も
、
同
年
6
月

３
日
に
発
生
し
た
火
砕
流
で
は
、
報
道
関

係
者
や
火
山
学
者
、
消
防
団
員
な
ど
、
計

43
人
の
死
者
行
方
不
明
者
と
多
く
の
負
傷

者
を
出
す
、
大
惨
事
と
な
っ
た
。
一
連
の

噴
火
活
動
に
よ
っ
て
新
た
に
形
成
さ
れ
た

平
成
新
山
は
、
現
在
、
長
崎
県
の
最
高
峰

と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
雲
仙
岳
一
帯
は
昭
和
９
年
に
日
本

で
最
初
の
国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

今
で
も
自
然
が
大
切
に
守
ら
れ
て
い
る
。

九
州
の
火
山
地
帯
に
特
有
な
ツ
ツ
ジ
の
ミ

ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
は
広
い
範
囲
に
わ
た
っ
て

咲
き
誇
り
、
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。

島原半島の中央部を東西に横断する雲仙地溝（幅約９㎞）内に山体の中心部があり、裾野まで含めると南北に25㎞の成層火山。現在、活動的火山
および潜在的爆発活力を有する火山。噴火警戒レベル1が継続している。5月16日現在。

雲仙岳

半島の中心に連なる、島原のシンボル

雲
う ん

仙
ぜ ん

岳
だ け

［長崎県］

日 本 の

火 山    　   vol.07

雲仙仁多峠と平成新山。手前はミヤマキリシマ（写真提供：アフロ）
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4

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
地
震
に
備
え
る
に
は
、

地
震
を
よ
く
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
こ
で
、
地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と

急
速
に
進
ん
で
い
る
地
震
研
究
、
そ
し
て
地
震
予
測
の
最
前
線
を
お
伝
え
し
ま
す
。

地
震
を
知
っ
て

地
震
に
備
え
る
！

タイプ❶プレートの境界で発生する

海溝型地震

北米プレート

太
平
洋
プ
レ
ー
ト

　 Ｐ6

平成17年 8月16日に発生した宮城県沖を震源とする地
震。写真は、天井のパネルが落下したプール（写真提供：
時事）



今後30年以内に
震度6以上の揺れに
見舞われる確率を示した地図

26%以上

6%～26%

3%～ 6%

0.1%～3%

0.1%未満

確率

高い　

やや高い

基準日: 平成 20年1月1日

全国を概観した地震動予測地図

5

Knowing earthquakes, avoiding disaster

平成20年6月14日に発生した岩手・
宮城内陸地震（写真提供：栗原市）

出典：文部科学省地震調査研究推進本
部地震調査委員会「我が国の地震の将
来予測」

　

地
震
の
タ
イ
プ
は
大
き
く
2
つ
に
分
け
ら
れ

ま
す
。
タ
イ
プ
❶
が
プ
レ
ー
ト
と
プ
レ
ー
ト
の

境
界
で
起
こ
る
「
海
溝
型
地
震
」。
タ
イ
プ
❷
が

断
層
が
ず
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ

る
「
活
断
層
に
よ
る
地
震
」
で
す
。

　

い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
地
震
が
起

こ
る
か
を
正
確
に
予
知
す
る
こ
と
は
、
今
の
段

階
で
は
困
難
で
す
。
し
か
し
、
30
年
以
内
や
50

年
以
内
な
ど
、
一
定
の
期
間
内
に
大
き
な
地
震

が
起
こ
る
可
能
性
を
予
測
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
、
東
南
海
・
南
海
地
震
や
宮
城

県
沖
地
震
な
ど
7
つ
の
海
域
と
、
社
会
的
・
経

済
的
影
響
の
大
き
い
1
0
5
の
活
断
層
帯
に
お

い
て
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合
に
ど
の
く
ら
い

の
大
き
さ
に
な
る
の
か
と
、
そ
の
発
生
確
率
を

公
表
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
実
際
に
地
震
が
起
き
た
時
、
日
本
の

ど
こ
の
地
域
が
強
い
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
可
能
性
も
確
率
と
し
て
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
日
本
地
図
に
色
分
け

し
て
示
し
た
も
の
が
、「
全
国
を
概
観
し
た
地
震

動
予
測
地
図
」。
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
よ
う
な
も

の
で
、
土
地
の
利
用
計
画
や
防
災
へ
の
意
識
を

高
め
る
た
め
の
資
料
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
利
用

方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト

フィリピン海
プレート

タイプ❷大地がずれ動いて発生する

活断層による地震
　 Ｐ6
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独立行政法人防災科学技術研究所
地震研究部長・総括主任研究員

堀 貞喜
ほり・さだき●昭和59年3月、名古屋大
学大学院理学研究科博士課程中退（地球
科学専攻）後、4月に科学技術庁国立防災
科学技術センター（現・独立行政法人防
災科学技術研究所）に入所し、現在に至る。
専門および主な研究テーマは、スラブ内
部の微細構造、地震発生のメカニズムな
ど。理学博士。政府の地震調査研究推進
本部地震調査委員会委員なども務める。

　

地
球
の
表
面
は
、
海
や
陸
な
ど
十
数
枚

に
分
か
れ
た
、
厚
さ
数
10
〜
2
0
0
km
の

プ
レ
ー
ト
（
岩
盤
）
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

海
の
下
で
は
新
し
い
プ
レ
ー
ト
が
生
ま
れ
、

年
間
数
cm
の
速
さ
で
広
が
っ
て
陸
の
プ

レ
ー
ト
に
押
し
寄
せ
ま
す
。
海
の
プ
レ
ー

ト
は
陸
の
プ
レ
ー
ト
よ
り
重
い
た
め
、
そ

の
下
に
入
り
込
み
ま
す
。
こ
の
圧
力
に
よ
っ

て
プ
レ
ー
ト
に
ひ
ず
み
が
た
ま
り
、
そ
れ

が
限
界
に
達
す
る
と
、
亀
裂
が
入
っ
た
り

大
き
く
動
い
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
が
地
震

な
の
で
す
。
地
震
が
起
こ
る
と
ひ
ず
み
は

い
っ
た
ん
解
放
さ
れ
ま
す
が
、
プ
レ
ー
ト

の
動
き
は
一
定
な
の
で
、
定
期
的
に
ひ
ず

み
が
た
ま
っ
て
地
震
は
繰
り
返
さ
れ
ま
す
。

　

日
本
列
島
は
、海
と
陸
の
4
枚
の
プ
レ
ー

阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
来
、
陸
地
に
も
海
底
に
も
観
測
網
が
よ
り
緻
密
に
な
り
、
地
震
に
関
す
る
調
査
が
急
速
に
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
地
震
が
起
こ
る
し
く
み
と
研
究
成
果
を
、（
独
）
防
災
科
学
技
術
研
究
所
の
堀
貞
喜
氏
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

ト
境
界
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
東
北
日
本

に
は
、
年
間
約
10　
cm
の
速
さ
で
移
動
す
る

太
平
洋
プ
レ
ー
ト
の
力
が
か
か
り
、
西
南

日
本
は
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
と
年
間
約
4
cm

の
速
さ
で
移
動
す
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ

レ
ー
ト
の
力
が
同
時
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

常
に
日
本
は
ほ
ぼ
東
西
か
ら
北
西
―
南
東

方
向
に
圧
縮
さ
れ
て
い
る
た
め
、
世
界
で

海溝型地震が起こるしくみ（タイプ❶）

太
古
か
ら
続
く
地
球
の
営
み
か
ら
分
か
る

地
震
が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

今
も
動
き
続
け
て
い
る

地
球
の
表
面

ひずみが元に戻ろうとして地震が
発生。津波を伴う場合もある

陸のプレートの先端が引きずり込
まれ、ひずみが蓄積する

も
有
数
の
地
震
が
多
い
国
な
の
で
す
。

　

海
と
陸
の
プ
レ
ー
ト
境
界
は
「
海
溝
」

と
呼
ば
れ
る
水
深
6
0
0
0
m
以
上
の
深

い
溝
に
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
起
こ
る
地
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Knowing earthquakes, avoiding disaster

震
が
「
海
溝
型
地
震
」（
タ
イ
プ
❶
）。

　

陸
の
プ
レ
ー
ト
内
の
弱
い
場
所
が
ず
れ

て
起
こ
る
地
震
が
「
活
断
層
に
よ
る
地
震
」

（
タ
イ
プ
❷
）
と
な
り
ま
す
。

　

海
と
陸
の
プ
レ
ー
ト
が
接
す
る
す
べ
て

の
海
溝
で
大
き
な
地
震
が
発
生
す
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
プ
レ
ー
ト
が
接
す
る

面
の
摩
擦
が
関
わ
っ
て
く
る
の
で
す
。
プ

レ
ー
ト
間
が
接
す
る
面
に
凹
凸
が
あ
る
な

ど
接
す
る
面
の
摩
擦
が
大
き
い
と
、
海
の

プ
レ
ー
ト
が
陸
の
プ
レ
ー
ト
の
先
端
を
引

き
込
み
な
が
ら
沈
み
、
そ
こ
に
ひ
ず
み
が

た
ま
り
ま
す
。
そ
れ
が
限
界
に
達
す
る
と

陸
の
プ
レ
ー
ト
が
一
気
に
跳
ね
上
が
り
、

地
震
が
起
こ
る
の
で
す
。
プ
レ
ー
ト
が
接

す
る
面
が
広
け
れ
ば
広
い
ほ
ど
、
ず
れ
動

く
距
離
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
地

震
の
規
模
は
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

以
前
の
地
震
予
測
は
、
前
兆
現
象
を
と

ら
え
れ
ば
発
生
時
期
も
分
か
る
、
と
い
う

も
の
で
し
た
。
そ
れ
が
平
成
11
年
か
ら
、

地
震
発
生
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
分
か
ら
な
い

と
予
測
は
で
き
な
い
と
い
う
方
向
に
変

わ
っ
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
余
震
の
分

布
や
地
殻
変
動
な
ど
の
観
測
デ
ー
タ
か
ら
、

地
震
で
ず
れ
動
い
た
領
域
（
ア
ス
ペ
リ
テ
ィ

と
言
う
）
の
広
が
り
な
ど
が
明
ら
か
に
な

り
ま
し
た
。
現
在
、
海
溝
型
地
震
に
つ
い

て
は
、
発
生
場
所
と
規
模
の
予
測
に
一
定

の
見
通
し
が
立
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
発

生
時
期
は
長
期
的
な
予
測
で
、
過
去
に
起

こ
っ
た
地
震
の
記
録
よ
り
、
数
十
年
か
ら

数
百
年
と
い
う
間
隔
で
、
地
震
が
必
ず
繰

り
返
す
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

海
の
プ
レ
ー
ト
に
よ
っ
て
圧
縮
さ
れ
て

い
る
陸
の
プ
レ
ー
ト
内
に
た
ま
っ
た
ひ
ず

み
が
限
界
に
達
す
る
と
、
岩
盤
の
弱
い
部

分
で
急
激
な
ず
れ
が
起
こ
り
ま
す
。
こ
れ

が
断
層
に
よ
る
地
震
で
、
今
後
も
活
動
を

主
な
活
断
層
を
調
査
す
る

海
溝
型
地
震
の
長
期
的
予
測

繰
り
返
す
よ
う
な
断
層
を
活
断
層
と
し
て

い
ま
す
。
地
震
に
は
断
層
面
の
状
態
が
関

係
し
、
滑
ら
か
な
ら
ゆ
っ
く
り
と
し
た
大

き
な
揺
れ
、
凸
凹
で
あ
れ
ば
ガ
タ
ガ
タ
揺

れ
る
な
ど
、
揺
れ
方
に
違
い
が
出
ま
す
。

　

な
ぜ
、
そ
こ
に
活
断
層
が
で
き
た
の
か

は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
段
階
で

は
、
地
表
に
見
え
る
活
断
層
を
実
際
に
掘

り
、
過
去
に
い
つ
、
ど
れ
く
ら
い
、
何
回

動
い
た
か
を
調
査
し
て
、
数
千
年
単
位
の

間
隔
で
地
震
が
起
き
て
い
る
こ
と
は
は
っ

き
り
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
1
1
0
の
活

断
層
が
調
査
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
震
が

起
き
て
分
か
る
活
断
層
も
あ
り
ま
す
。

イラスト：井塚 剛

再びひずみが限界に達して断層が
ずれ、地震が発生する

長い年月をかけて別の地層が堆積
し、断層のずれが分からなくなる

ひずみが限界に達すると弱い所が
ずれて、地震が発生

プレートの動きによる圧力がかか
り、岩盤の弱い所にひずみが蓄積

地震で地表に現れる活断層（タイプ❷）



26%以上

6%～26%

3%～ 6%

0.1%～3%

0.1%未満

  率
交通事故で
負傷
24%

航空機事故
で死亡
0.002%

台風で
被災
0.48%
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数
十
年
か
ら
数
百
年
と
い
う
短
期
間
で

地
震
を
繰
り
返
す
の
が
、
海
溝
型
地
震
。

例
え
ば
、
宮
城
県
沖
で
起
こ
る
地
震
の
平

均
発
生
間
隔
は
約
37
年
で
、
約
30
年
前
に

一
度
地
震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
10
年
以
内
に
M
7
・
5
前
後
の
地
震

地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
研
究
目
的
の
一
つ
に
、
地
震
の
予
知
・
予
測
が
あ
り
ま
す
。
国
で
は
、
10
年
か
ら
1
0
0
年
単
位
で
の
長
期
的
な
地
震
発
生
の
可
能
性
と
、

今
後
30
年
以
内
に
震
度
6
弱
以
上
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る
確
率
を
公
表
し
て
い
ま
す
。
地
震
に
関
す
る
調
査
や
観
測
の
資
料
と
し
て
、
ま
た
地
域
防
災
な
ど
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

が
発
生
す
る
確
率
は
60
％
程
度
、
30
年
以

内
だ
と
99
％
に
達
し
ま
す
。
今
後
30
年
以

内
に
震
度
6
弱
以
上
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ

る
確
率
を
見
る
と
、
太
平
洋
側
の
大
部
分

が
26
％
以
上
。
い
か
に
地
震
の
危
険
が
迫
っ

て
い
る
か
が
分
か
り
ま
す
。

今
後
３０
年
以
内
に
起
こ
る
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ

地
震
発
生
の
確
率
は
こ
ん
な
に
高
い
!!

　

活
断
層
に
よ
る
地
震
は
、
数
千
年
単
位

の
間
隔
で
発
生
し
ま
す
。
日
本
列
島
を
二

分
す
る
糸
魚
川
│
静
岡
構
造
線
断
層
帯
の

平
均
活
動
間
隔
は
約
1
0
0
0
年
。
過
去

の
地
震
は
約
1
2
0
0
年
前
で
、
今
後
30

年
以
内
に
M
8
程
度
の
地
震
が
起
こ
る
確

率
は
14
％
、
50
年
以
内
は
20
％
、
1
0
0

年
以
内
な
ら
40
％
で
す
。
今
後
30
年
以
内

に
震
度
6
弱
以
上
の
揺
れ
に
見
舞
わ
れ
る

確
率
を
見
る
と
、
多
く
は
0
・
1
％
未
満

で
す
が
、
安
全
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

活
断
層
に
よ
る
地
震
に
比
べ
、
海
溝
型

地
震
は
平
均
活
動
間
隔
が
短
く
、
近
年
に

地
震
が
発
生
し
て
い
て
も
、
近
い
将
来
に

再
び
地
震
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
平
均
活
動
間
隔
が
72
・
2
年
の
十
勝

活
断
層
に
よ
る
地
震

「
地
震
は
身
近
な
危
険
」

海溝型地震のみ

海
溝
型
地
震

  以内にあう
  の発生確率との比較

地震動予測地図



確   

高い　

やや高い

火災で
被災
1.9%

大雨で
被災
0.5%

交通事故で
死亡
0.2%

台風が通過
100%※
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沖
は
、
今
後
30
年
以
内
に
M
8
の
地
震
が

60
％
の
確
率
で
起
こ
る
と
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
平
成
15
年
に
実
際
に
地
震
が
発
生
。

現
在
、
M
8
・
1
前
後
の
地
震
が
起
こ
る

確
率
は
0
・
1
〜
1
％
で
す
が
、
今
後
50

年
以
内
と
な
る
と
、
確
率
は
10
〜
20
％
に

上
が
り
ま
す
。

　

一
方
、
活
断
層
の
地
震
は
、
一
見
確
率

出典：文部科学省地震調査研究推進本部地震調査委員会「地震の将来予測への取組」「全国を概観した地震動予測地図」2008年版

が
低
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
そ
れ
は

平
均
活
動
間
隔
が
長
い
た
め
。
平
均
約

1
0
0
0
年
の
間
隔
で
活
動
を
繰
り
返
す

場
合
、
7
0
0
年
後
に
次
の
地
震
が
起
こ

る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
1
2
0
0
年
後
に
な

る
こ
と
も
あ
り
、
発
生
時
期
に
大
き
な
幅

が
出
て
き
ま
す
。
ま
た
、
平
成
7
年
1

月
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
引
き
起
こ
し

た
六
甲
・
淡
路
島
断
層
帯
の
一
部
に
つ
い

て
、
地
震
直
前
の
今
後
30
年
以
内
に
地
震

が
起
こ
る
確
率
を
あ
と
か
ら
計
算
し
た
と

こ
ろ
、
0
・
0
2
〜
8
％
で
し
た
。
近
年

の
調
査
の
結
果
、
こ
の
よ
う
な
状
態
の
活

断
層
帯
が
日
本
に
数
多
く
存
在
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
震
発
生
の
確
率
を
、
ほ
か

の
事
故
や
災
害
と
比
べ
て
み
ま
し
ょ
う
。

例
え
ば
、
今
後
30
年
以
内
に
交
通
事
故
に

よ
っ
て
死
亡
す
る
確
率
は
約
0
・
2
％
と
い

う
統
計
が
あ
り
ま
す
。
確
率
と
し
て
は
低

い
数
字
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
多
く
の
人

は
、
日
頃
か
ら
事
故
に
あ
わ
な
い
よ
う
に

注
意
し
て
い
ま
す
。
地
震
は
避
け
ら
れ
な

い
自
然
災
害
な
の
で
、
交
通
事
故
と
単
純

に
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
た
と
え
確
率

が
低
く
て
も
「
地
震
は
身
近
な
危
険
」
と

し
て
と
ら
え
る
姿
勢
が
必
要
で
す
。

自分のまちの
危険度を知ろう

近い将来、地震に見舞われる可能性を、

もっと詳細に見ることができるウェブサイト

があります。これらを利用して、自分が住

んでいる地域の状況を調べてみましょう。

地震動予測地図ウェブサイト
全国版

（文部科学省地震調査研究推進本部）
http://www.jishin.go.jp/main/yosokuchizu/index.html

県別、海溝型、活断層を選択して、その地
域の地震情報を見ることができる。過去に
地震が発生したポイントがマークされた地
図や、その地域における海溝型地震や活断
層の解説も掲載している。

地震ハザードステーション
（独立行政法人防災科学技術研究所）
http://www.j-shis.bosai.go.jp/

地震の種類、揺れの強さ、確率、期間など
の条件を設定して、市区町村名・路線名・
駅名で検索が可能。地図をクリックすると、
その地点の震度と確率なども表示される。
鉄道、主要道路なども表示できる。

主要活断層帯の固有地震のみ

長さが20km以上と
想定される活断層

※台風が都道府県庁所
在地から半径30km以
内を通過する確率

 全国を概観した

 今後30年   
自然災害や事故など   
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こしやま・けんじ●阪神・淡路大震災当時、
神戸大学の4年生。平成9年神戸大学大
学院自然科学研究科を卒業後、防災の研
究を続け、現在に至る。専門分野は都市
安全・復興計画、住宅再建、行政災害対応。
地域安全学会論文奨励賞受賞。工学博士。

人と防災未来センター　研究主幹

越山健治

　

地
震
と
い
う
自
然
現
象
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

を
解
明
す
る
こ
と
は
と
て
も
大
切
な
こ
と

で
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
被
害
は
減
ら
せ

ま
せ
ん
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
進
ん

だ
研
究
の
一
つ
に
〝
被
害
想
定
〞
と
呼
ば

れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
地
震
の

揺
れ
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
被
害
が
起
き

る
の
か
を
予
測
す
る
も
の
。
ど
の
く
ら
い

建
物
が
壊
れ
る
の
か
、
道
路
や
ガ
ス
、
水

道
は
ど
う
な
る
の
か
、
ど
の
く
ら
い
の
人

が
死
ん
で
し
ま
う
の
か
、
企
業
は
ど
の
く

ら
い
潰
れ
て
し
ま
う
の
か
、
経
済
的
な
被

害
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る
の
か
…
…
こ
う

し
た
様
々
な
被
害
を
予
測
式
を
基
に
割
り

出
し
て
い
く
の
で
す
。

　

こ
の
分
野
の
研
究
で
重
要
な
役
割
を
果

様
々
な
分
野
で
進
む
地
震
研
究
を
私
た
ち
の〝
安
全
〞
に
役
立
て
た
い

一
人
ひ
と
り
の
意
識
こ
そ
防
災
力

地
震
被
害
の
予
測
研
究
は

防
災
へ
の
第
一
歩

た
し
た
の
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お

け
る
被
害
の
緻
密
な
実
態
調
査
で
す
。
詳

細
な
情
報
を
ベ
ー
ス
に
す
る
こ
と
で
、
よ

り
確
か
な
予
測
が
可
能
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

ま
た
、
災
害
が
、
人
間
の
心
や
身
体
に

ど
ん
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
も
、
心
理
学
・

医
学
な
ど
の
分
野
で
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

被
害
が
想
定
で
き
れ
ば
、
具
体
的
な
対

策
を
構
築
で
き
る
。
被
害
想
定
は
防
災
の

基
礎
に
な
る
大
切
な
研
究
な
の
で
す
。

　

で
は
、
想
定
さ
れ
る
被
害
を
ど
う
減
ら

す
か
。現
在
、〝
予
防
対
策
〞〝
準
備
対
策
〞〝
対

応
対
策
〞〝
復
旧
対
策
〞
と
い
う
4
つ
の

段
階
で
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。〝
予

防
対
策
〞
と
は
、
例
え
ば
家
が
潰
れ
な
い

よ
う
に
す
る
研
究
。
材
料
、
設
計
、
地
質

地
震
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
解
明
や
長
期
予
測
を
ど
の
よ
う
に
防
災
に
つ
な
げ
る
か
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
以
降
、
様
々
な
分
野
で

地
震
に
よ
る
被
害
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
最
前
線
を
人
と
防
災
未
来
セ
ン
タ
ー
の
越
山
健
治
氏
に
う
か
が
い
ま
し
た
。

イラスト：井塚 剛

４
つ
の
段
階
の
対
策
研
究
で

被
害
の
減
少
を
目
指
す
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7 地域とのつながり
大規模災害時の救助や避難には、日頃の近所付き合い
が力を発揮します。また、お年寄りや障害のある方など、
災害に弱い方々への心配りも大切。地域の防災訓練に
参加し、安否確認や救出・救護、炊き出しや避難訓練、
避難所生活などを体験してみましょう。

6 家族で防災会議
災害は、家族がそろっている時に発生するとは限りま
せん。安否の確認方法や避難場所を確認するために、
家族で防災会議をしましょう。安否の確認には、災害
伝言ダイヤル171、携帯電話の災害用伝言板サービス、
web171災害用ブロードバンド伝言板があります。

5 日ごろからの備え
外出時に常に身に付けておきたいもの、家庭やオフィ
スに常備しておきたいものなど、非常時への備えは、
その人の事情や家族構成などで変わってきます。市区
町村役場のホームページには、防災関連のサイトが設
けられていますので、それらを参照してみましょう。

4 家具の固定
大きな家具や電器製品の下敷きにならないよう、でき
る限り固定しましょう。また、ガラスや食器などが飛
散しないための対策も必要です。特に寝室の安全や複
数の逃げ道を確保しておきましょう。生き残るため、
死なないための備えが大切です。

3 地震に強い家
昭和56年に住宅の耐震基準が大きく変わりました。
自分の家がそれ以前に建てられている場合、必ず耐震
診断を受け、必要に応じて補強しましょう。それ以降
に建てられていても、危険がないわけではありません。
市区町村役場の防災担当課に相談してみましょう。

2 地域の危険を知る
地域の安全を知るには、自然災害が発生した場合の被
害状況や避難・救援活動に必要な情報が掲載されてい
る防災マップ（ハザードマップ）が有効です。また、
家族や近所の人たちで、危険な場所や防災施設を発見
する「ぼうさいまち歩き」もしてみましょう。

1 自助、共助
災害被害を少なくするには、自分の身を自分で守る「自
助」、地域や身近な人同士で助け合う「共助」が大き
な力となります。平時から、「自分でできること」、「家
族でできること」、「ご近所と力を合わせてできること」
などについて考えておくことが大切です。

街
を
ど
う
回
復
さ
せ
る
の
か
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
作
っ
て
お
か
な
い
と
実
行
に
移
せ
ま

せ
ん
。
そ
れ
が
〝
復
旧
対
策
〞
で
す
。

　

こ
う
し
た
数
々
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
、

減
災
の
た
め
の
対
策
が
実
行
に
移
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
も
地
震
防
災
戦
略
を
作
成
し
、

予
想
さ
れ
る
地
震
被
害
の
減
少
を
目
指
し

て
い
ま
す
。（
P
16
〜
23
を
参
照
）

　

被
害
想
定
を
実
際
の
対
策
に
役
立
て

る
。
こ
れ
は
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
で
き

る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
地
震
防
災
研
究

の
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
阪
神
・

淡
路
大
震
災
を
含
め
た
実
際
の
地
震
被

害
の
体
験
。
あ
な
た
の
街
で
震
災
が
発
生

し
た
時
に
も
現
実
に
起
こ
り
う
る
こ
と
な

の
で
す
。
人
間
に
は
災
害
な
ど
自
分
に
マ

イ
ナ
ス
要
因
と
な
る
こ
と
を
正
し
く
理
解

し
な
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。「
自
分
の
地

域
は
何
年
も
大
き
な
地
震
が
来
て
な
い
か

ら
大
丈
夫
」
と
い
う
人
も
い
ま
す
が
、
そ

こ
に
は
大
し
た
科
学
的
根
拠
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
の
ど
こ
の
地
域
で
も
大
地
震
が

発
生
す
る
可
能
性
は
あ
る
。
今
の
科
学
で

地
震
の
発
生
を
防
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
の

で
す
か
ら
、
被
害
を
ど
う
防
ぐ
か
、
被
害

が
起
き
た
時
に
ど
う
す
る
か
は
一
人
ひ
と

り
に
か
か
っ
て
き
ま
す
。
ま
ず
は
地
震
に

関
す
る
情
報
を
把
握
し
て
、
地
震
が
起
き

た
ら
ど
ん
な
こ
と
が
起
こ
る
の
か
、
イ

メ
ー
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
避
難
所
の

共
同
の
ト
イ
レ
は
イ
ヤ
だ
と
い
う
人
は
自

分
で
準
備
す
る
し
か
な
い
。
自
分
の
家
が

壊
れ
そ
う
だ
と
思
っ
た
ら
、
耐
震
補
強
工

事
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
で
も
、
補

強
工
事
を
行
う
の
が
難
し
い
な
ら
、
寝
て

い
る
所
を
安
全
に
す
る
な
ど
、
で
き
る
対

策
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
で
き
る
範
囲

で
少
し
ず
つ
準
備
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

継
続
し
て
い
く
と
ひ
と
り
で
は
難
し
い
対

策
も
み
え
て
き
ま
す
。
家
族
、
隣
近
所
、

自
治
会
…
…
と
対
策
の
輪
を
広
げ
る
こ
と

も
大
切
。
そ
う
す
れ
ば
、
い
ざ
と
い
う
時

に
助
け
合
え
ま
す
。
防
災
へ
の
意
識
を
持

ち
続
け
る
こ
と
は
日
常
の
生
活
の
安
全
を

守
る
上
で
も
効
果
が
あ
る
の
で
す
。

な
ど
、
様
々
な
角
度
か
ら
研
究
し
、
耐
震

性
能
の
高
い
建
築
物
を
造
る
。
電
気
、
ガ

ス
、
水
道
、
道
路
な
ど
に
し
て
も
同
様
の

研
究
が
さ
れ
、
実
際
の
対
策
に
活
か
さ
れ

て
い
ま
す
。
た
だ
、
実
際
に
揺
れ
が
起
こ

れ
ば
建
築
物
が
壊
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

水
道
が
と
ま
っ
た
場
合
の
復
旧
に
か
か
る

時
間
を
予
測
で
き
れ
ば
、
水
の
備
蓄
量
を

割
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
〝
準

備
対
策
〞
で
す
。〝
対
応
対
策
〞
で
は
地
震

が
発
生
し
た
ら
生
活
や
社
会
に
ど
ん
な
こ

と
が
起
こ
る
の
か
、
ど
う
対
応
す
れ
ば
い

い
の
か
、
な
ど
を
研
究
。
安
否
確
認
、
帰

宅
困
難
者
の
発
生
、
避
難
所
の
生
活
な
ど
、

災
害
の
応
急
対
応
に
関
し
て
、
様
々
な
対

策
が
練
ら
れ
て
い
ま
す
。
で
は
、
そ
の
後
、

地
震
研
究
の
貴
重
な
成
果
は

私
た
ち
に
も
活
用
で
き
る

「7つの備え」の詳細は、内閣府（防災担当）の「減災
のてびき」をご参照ください。
http://www.bousai.go.jp/km/tbk/index.html

できることから始めよう
～今すぐできる「7つの備え」～
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Woman
file

頑張ったのは柏崎の人たち
私はそれを伝えていきたい

KOKIAさん

ミュージシャン

平
成
19
年
の
新
潟
県
中
越
沖
地
震
で
被
災
し
た
ひ
と
り
の
女
性
か
ら

K
O
K
I
A
さ
ん
に
一
通
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま
し
た
。

「
携
帯
電
話
の
着
信
で
K
O
K
I
A
さ
ん
の
曲
が
流
れ
る
た
び
に
、

私
は
励
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
」

返
事
は
音
楽
で
…
…
と
送
っ
た
曲
が
「
私
に
で
き
る
こ
と
」。

間
も
な
く
曲
は
柏
崎
の
F
M
局
か
ら
発
信
さ
れ
、

被
災
し
た
人
々
の
心
の
支
え
と
な
っ
た
の
で
す
。

撮影：花井智子

7

こきあ●平成10年、大学在学中にメ
ジャーデビュー。シンプルでメッセー
ジ性のある歌は、TVドラマの主題歌
やCMソングなどで話題になり、平
成16年にはアテネ五輪の日本代表選
手団公式応援ソングを歌う。今年 3月
18日には、アルバム『KOKIA∞AKIKO』
『AKIKO∞KOKIA』を2枚同時リリース。
4月29日の東京オーチャードホールを皮
切りに始まった「∞」ワールドツアーは、
ヨーロッパへと続いている。

『AKIKO∞KOKIA』
（通信販売&
配信限定盤）3000円

『KOKIA∞ AKIKO』
（ビクターエンタテイ
ンメント）3045円
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に
で
き
る
こ
と
」。

　

曲
を
送
っ
て
か
ら
、
約
1
週
間
後
。
自

衛
隊
の
音
楽
隊
か
ら
、
柏
崎
で
の
復
興
ラ

イ
ブ
へ
の
出
演
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
最
初
は
断
っ
た
そ
う
で
す
。

「
現
地
で
支
援
し
て
い
る
方
と
は
違
い
、

私
な
ん
か
が
東
京
か
ら
足
を
運
ん
で
ラ
イ

ブ
を
し
た
ら
、
気
分
を
害
す
る
人
も
い
る

ん
じ
ゃ
な
い
か
、
と
思
っ
て
。
生
活
へ
の

不
安
を
抱
え
て
い
る
被
災
地
で
は
、
音
楽

ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
と
思
っ
た
ん
で
す
」

　

そ
の
後
、
再
び
強
い
説
得
が
あ
り
、

K
O
K
I
A
さ
ん
は
柏
崎
へ
。
ま
ち
の
人

た
ち
は
と
て
も
明
る
い
笑
顔
で
迎
え
て
く

れ
、
会
場
に
は
約
3
0
0
0
人
が
集
ま
り

ま
し
た
。

「
家
の
片
づ
け
や
支
援
活
動
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
貴
重
な
時
間
を
さ
い
て
足
を

運
ん
で
い
る
の
は
、
心
か
ら
音
楽
を
求
め

て
い
る
か
ら
な
ん
で
す
よ
、
と
言
わ
れ
た

ん
で
す
。
だ
か
ら
、
ど
こ
ま
で
も
明
る
く

振
る
舞
っ
て
、
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
伝

え
た
い
、
と
思
っ
て
歌
い
ま
し
た
」

　

復
興
ラ
イ
ブ
が
終
わ
っ
て
東
京
へ
戻
っ

た
そ
の
日
、
K
O
K
I
A
さ
ん
は
再
び
曲

を
書
い
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
、
カ
ッ
プ
リ

ン
グ
の
「
L
a
c
r
i
m
a
」（
ラ
ク
リ
マ
）。

「
被
災
地
を
見
る
前
に
書
い
た
『
私
に
で

き
る
こ
と
』
は
、
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
い

う
気
持
ち
が
強
い
。
で
も
、
み
な
さ
ん
の

笑
顔
の
裏
に
あ
る
悲
し
さ
や
辛
さ
に
も
触

れ
て
、
傷
つ
い
た
心
を
一
瞬
で
も
和
ら
げ

ら
れ
れ
ば
、
と
思
っ
て
作
り
ま
し
た
」

　

今
も
、
K
O
K
I
A
さ
ん
と
柏
崎
の
交

流
は
続
い
て
い
ま
す
。
去
年
7
月
28
日
に

は
、
ぎ
お
ん
柏
崎
ま
つ
り
に
参
加
。
今
春
、

小
学
校
を
卒
業
し
た
子
ど
も
た
ち
に
は
、

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
て
い
ま
す
。

「
難
し
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と
を
、
受
け

入
れ
や
す
い
形
に
変
え
ら
れ
る
の
が
音
楽
。

売
名
行
為
と
言
わ
れ
て
も
い
い
。
歌
わ
な

い
よ
り
、
絶
対
に
歌
っ
た
方
が
い
い
と
思
っ

て
る
ん
で
す
。
だ
か
ら
、
責
任
を
も
っ
て
、

自
分
の
思
い
を
伝
え
て
い
き
ま
す
」

　

始
ま
り
は
、
た
っ
た
ひ
と
り
に
送
っ
た

曲
。
そ
れ
が
た
ち
ま
ち
、
ま
ち
全
体
の
支

え
に
な
り
、
今
で
は
全
国
に
広
が
っ
て
い

ま
す
。
過
去
に
被
災
し
た
人
に
と
っ
て
は
、

当
時
を
思
い
出
す
励
ま
し
の
曲
。
子
ど
も

た
ち
に
は
、
助
け
合
い
の
心
を
育
む
メ
ッ

セ
ー
ジ
ソ
ン
グ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
助
け
て
も
ら
う
立
場
よ
り
、
人
を
助
け

る
立
場
の
ほ
う
が
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
ん

で
す
よ
ね
。
人
か
ら『
あ
り
が
と
う
』と
言
っ

て
も
ら
え
る
ほ
ど
の
こ
と
を
し
た
実
感
は

ま
っ
た
く
な
く
て
、
み
ん
な
の
善
意
で
今

の
私
が
あ
る
。
だ
か
ら
災
害
だ
け
で
な
く
、

た
と
え
小
さ
な
悩
み
で
も
、
聴
い
て
く
れ

た
人
が
前
向
き
に
な
れ
る
よ
う
な
歌
を
こ

れ
か
ら
も
歌
っ
て
い
き
た
い
で
す
」

災
の
さ
な
か
に
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
て
く
れ
た
こ
と
に
心
を
動
か
さ
れ
、

K
O
K
I
A
さ
ん
は
す
ぐ
に
曲
を
書
い
て

メ
ー
ル
で
送
り
ま
し
た
。

「
そ
れ
ま
で
も
歌
の
力
を
信
じ
て
い
ま
し

た
け
ど
、
彼
女
か
ら
の
メ
ー
ル
で
『
音
楽

が
人
を
支
え
る
』
こ
と
を
実
感
し
て
、
と

て
も
感
動
し
た
ん
で
す
。
涙
が
出
て
き
て
、

と
に
か
く
何
か
し
た
い
！
と
思
い
ま
し
た
。

彼
女
と
私
の
人
生
が
重
な
っ
た
と
い
う
か

…
…
。
曲
も
歌
詞
も
、
手
紙
を
書
く
よ
う

な
気
持
ち
で
作
り
ま
し
た
」

　

そ
れ
が
、
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
た
歌
「
私

難しいことや辛いことも
音楽なら受け入れられる

被

平成20年7月26日に行われた「ぎおん柏崎まつり」でのライブ
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今
年
4
月
6
日
、
イ
タ
リ
ア
中
部
の
ラ
ク
イ
ラ
県
ラ
ク
イ
ラ
市
付
近
で

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
5
・
8
の
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。

そ
の
被
害
状
況
と
、
日
本
の
対
応
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

海外災害レポート

ど
の
文
化
財
が
損
傷
し
、
早
急
に
修
復
す

る
必
要
が
あ
る
文
化
財
と
し
て
、
イ
タ
リ

ア
政
府
は
44
の
教
会
等
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
震
に
際
し
、
イ
タ
リ
ア
の
ベ
ル
ル

ス
コ
ー
ニ
首
相
は
、
地
震
発
生
の
6
日
か

ら
連
日
、
現
地
入
り
し
、
10
日
に
は
国
葬

を
執
り
行
い
、
今
秋
ま
で
に
は
、
家
を
失
っ

た
被
災
者
す
べ
て
の
人
の
た
め
に
安
全
な

住
居
を
提
供
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と

を
表
明
し
ま
し
た
。

　

こ
の
地
震
に
対
し
、
日
本
政
府
は
、
4

月
6
日
か
ら
7
日
に
か
け
て
、
麻
生
総

理
大
臣
、佐
藤
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
防

災
担
当
）
お
よ
び
中
曽
根
外
務
大
臣
か
ら

イ
タ
リ
ア
政
府
宛
て
に
見
舞
い
状
を
送
る

と
と
も
に
、
イ
タ
リ
ア
政
府
の
要
請
に
応

じ
て
必
要
な
支
援
を
行
う
用
意
が
あ
る
こ

と
を
伝
え
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
我
が
国
か
ら
は
、
日
本
地

震
工
学
会
等
か
ら
地
震
調
査
団
が
現
地
を

視
察
し
、
被
害
状
況
に
つ
い
て
の
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。

（
5
月
8
日
時
点
の
情
報
を
基
に
記
述
）

　

2
0
0
9
年
4
月
6
日
午
前
3
時

32
分
（
日
本
時
間
午
前
10
時
32
分
）、
イ

タ
リ
ア
中
部
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
州
ラ
ク
イ
ラ

県
（
人
口
約
30
万
人
、
図
1
参
照
）
ラ
ク

イ
ラ
市
付
近
に
お
い
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
5
・
8
（
イ
タ
リ
ア
政
府
発
表
）
の
地

震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
地
震
に
よ

り
、
2
9
5
人
が
命
を
落
と
し
、
負
傷
者

は
1
5
0
0
人
以
上
、
家
を
失
っ
た
人
は

6
万
5
0
0
0
人
に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ラ
ク
イ
ラ
県
に
存
在
す
る
教
会
な

家
を
失
っ
た
人
は

6
万
5
0
0
0
人

日
本
の
対
応
に
つ
い
て

図1　被災地の位置

イ
タ
リ
ア
中
部
ラ
ク
イ
ラ
県
に

お
け
る
地
震
の
被
害

写真提供：在イタリア日本大使館

Disaster Report

倒壊した学生寮

ラクイラ県庁

ラクイラ県

教会の塔が崩れ落ちた状況
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れ
下
る
爆
発
的
な
噴
火
が
発
生
し
ま
し
た

（
左
上
写
真
）。
こ
れ
ら
2
つ
の
火
口
か
ら

2
㎞
の
範
囲
は
警
戒
区
域
で
立
ち
入
り
が

規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
の
火
山
活
動
に
応
じ
て
、
気
象

庁
は
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
2
ま
た
は
3
の

火
口
周
辺
警
報
を
発
表
し
て
い
ま
す
（
4

月
30
日
現
在
レ
ベ
ル
2
）。

　

長
期
的
に
見
た
桜
島
の
活
動
傾
向
と
し

て
は
、
国
土
地
理
院
の
観
測
に
よ
り
、
姶あ
い

良ら

カ
ル
デ
ラ
（
鹿
児
島
湾
奥
部
）
の
地
下

深
部
へ
の
マ
グ
マ
の
注
入
に
よ
る
と
考
え

ら
れ
る
地
殻
変
動
が
と
ら
え
ら
れ
て
お
り
、

昭
和
火
口
の
活
動
は
次
第
に
活
発
化
す
る

傾
向
が
続
い
て
い
て
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、
浅
間
山
は
、
平
成
16
年
の
中
規

模
噴
火
を
含
む
火
山
活
動
が
収
ま
っ
て
以

降
、
静
穏
な
状
態
で
し
た
が
、
昨
年
7
月

か
ら
火
山
性
地
震
が
増
加
し
、
8
月
に
ご

　

桜
島
は
、
以
前
か
ら
の
噴
火
活
動
が
継

続
し
て
い
た
南
岳
山
頂
火
口
に
加
え
て
、

平
成
18
年
6
月
に
、
南
岳
の
東
斜
面
に

あ
る
昭
和
火
口
で
も
昭
和
23
年
以
来
の
噴

火
が
発
生
し
、
そ
の
後
現
在
ま
で
間
欠
的

に
噴
火
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
今
年
2

月
に
は
弾
道
を
描
い
て
飛
ぶ
大
き
な
噴
石

が
火
口
か
ら
2
km
付
近
に
達
し
、
4
月
に

は
火
砕
流
が
火
口
か
ら
1
・
5
㎞
ま
で
流

間
久
的
に
噴
火
を
繰
り
返
す

桜
島
の
火
山
活
動

く
小
規
模
な
噴
火
が
発
生
し
ま
し
た
。
そ
の

後
も
火
口
の
温
度
が
高
い
状
態
が
継
続
し
、

今
年
1
月
か
ら
地
震
活
動
が
一
段
と
活
発

に
な
り
、
2
月
2
日
に
は
小
規
模
な
噴
火

が
発
生
し
ま
し
た
（
下
写
真
）。
こ
の
噴
火

で
は
弾
道
を
描
い
て
飛
ぶ
大
き
な
噴
石
が
火

口
か
ら
1
・
2
㎞
に
達
し
、
南
関
東
で
も
降

灰
が
観
測
さ
れ
ま
し
た
。

　

気
象
庁
は
昨
年
8
月
に
火
山
活
動
の
高

ま
り
に
応
じ
て
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
を
1
か

ら
2
に
引
き
上
げ
、
ま
た
今
年
2
月
1

日
に
は
中
規
模
噴
火
を
予
想
し
て
2
か
ら

3
に
引
き
上
げ
ま
し
た
。
2
月
2
日
の
噴

火
後
も
ご
く
小
規
模
な
噴
火
が
時
々
発
生
し

て
い
ま
す
が
、
中
規
模
噴
火
の
可
能
性
は
低

く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
4
月
7
日
に
レ
ベ

ル
2
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。
現
在
も
火
口

か
ら
2
㎞
程
度
の
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ
す

噴
火
に
は
警
戒
が
必
要
で
、
地
元
自
治
体
が

立
ち
入
り
を
規
制
し
て
い
ま
す
（
4
月
30
日

現
在
）。

小
規
模
噴
火
が
発
生
し
た

浅
間
山
の
火
山
活
動

4月 9日15時31分の桜島の爆発的噴火（鹿児島地
方気象台より撮影）。噴煙の高さは火口縁上4000m
以上で南西へ流れた（写真提供：鹿児島地方気象台）

2月2日 1時 51分の噴火。北西方向のカメラによ
る2時8分の画像（写真提供：国土交通省利根川水
系砂防事務所）

最
近
の
桜
島
と
浅
間
山
の
火
山
活
動

今
年
に
入
り
、
噴
火
活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
た
の
が

鹿
児
島
県
に
位
置
す
る
桜
島
と
、
群
馬
県
・
長
野
県
に
ま
た
が
る
浅
間
山
。

依
然
と
し
て
注
意
が
必
要
で
、
立
ち
入
り
も
規
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

国内災害レポート

火山活動を避難等のとるべき防災対応に応

じて5段階で表したもので、現在25の活火

山に導入されています。各レベルに対応する

キーワードは、1「平常」、2「火口周辺規制」、

3「入山規制」、4「避難準備」、5「避難」で

す。気象庁はレベル2～3は「火口周辺警報」、

レベル4～5は「噴火警報」で発表し、自治

体等の防災対応に活用されています。

噴火警戒レベルとは
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トピックス

TOPICS

平成21年4月21日、
総理大臣官邸において、
中央防災会議が開催されました。

　

議
事
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
決
定
事
項

と
し
て
「
平
成
21
年
度
総
合
防
災
訓
練
大

綱
」、「
中
部
圏
・
近
畿
圏
直
下
地
震
対
策

大
綱
」、「
新
た
な
地
震
調
査
研
究
の
推
進

に
つ
い
て
」
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
う
ち
、「
平
成
21
年
度
総
合
防
災
訓

練
大
綱
」
は
、
国
等
の
防
災
関
係
機
関
が

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
際
の
指
針
を
示
す

も
の
で
あ
り
、
本
年
度
は
、
毎
年
９
月
１

日
に
行
っ
て
い
る
官
邸
で
の
政
府
本
部
運

営
訓
練
に
つ
い
て
、
首
都
直
下
地
震
を
想

定
し
た
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
（
図
表
1
を
参
照
）。

「
中
部
圏
・
近
畿
圏
直
下
地
震
対
策
大
綱
」

は
、
過
去
に
西
日
本
で
は
東
南
海
・
南
海

地
震
（
今
世
紀
前
半
に
も
発
生
が
懸
念
）

の
前
後
に
地
震
活
動
が
活
発
化
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
部
圏
・
近
畿

圏
直
下
地
震
に
お
け
る
地
震
防
災
対
策
の

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
も
の
で
す
。

今
後
こ
の
大
綱
を
踏
ま
え
、
具
体
的
な
目

標
と
施
策
を
定
め
る
地
震
防
災
戦
略
な
ど

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
（
詳
細

は
Ｐ
18
、
19
の
記
事
を
参
照
）。

　

ま
た
、「
新
た
な
地
震
調
査
研
究
の
推
進

に
つ
い
て
」
は
、
平
成
11
年
に
地
震
調
査

研
究
推
進
本
部
が
「
地
震
調
査
研
究
の
推

進
に
つ
い
て
」
を
策
定
し
て
お
り
ま
し
た

が
、
こ
の
た
び
10
年
が
経
過
し
、
そ
の
間

の
環
境
の
変
化
や
調
査
研
究
の
進
展
を
踏

ま
え
つ
つ
、
同
本
部
が
新
た
な
10
年
の
施

策
を
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
本
件
は
、

同
本
部
か
ら
中
央
防
災
会
議
に
対
し
て
意

中央防災会議を
開催

中央防災会議の様子

説明を聞く麻生総理（中央）、河村官房長官（右）、佐藤防災担当大臣（左）

図表1
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そ
の
周
辺
地
域
の
総
合
防
災
対
策
の
あ
り

方
』
に
つ
い
て
」
は
、「
重
要
文
化
財
建
造

物
の
総
合
防
災
対
策
検
討
会
」（
座
長:

土

岐
憲
三 

立
命
館
大
学
教
授
）
に
お
い
て
取

り
ま
と
め
た
提
言
等
に
つ
い
て
、
報
告
が

な
さ
れ
た
も
の
で
す
。（
詳
細
は
、
Ｐ
20
、

21
の
記
事
を
参
照
）。

　

最
後
に
、「
火
山
噴
火
の
可
能
性
と
防
災

対
策
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
藤
井
敏
嗣

東
京
大
学
地
震
研
究
所
教
授
（
中
央
防
災

会
議
専
門
委
員
）か
ら
、事
前
の
噴
火
予
知
・

防
災
対
応
に
成
功
し
た
事
例
と
し
て
平
成

12
年
有
珠
山
噴
火
や
本
年
2
月
の
浅
間

山
噴
火
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

（
１
）
的
確
な
噴
火
予
知
の
た
め
、
火
山
観

測
監
視
体
制
の
充
実
・
強
化
を
行
う
と
同

時
に
、
調
査
研
究
を
更
に
推
進
す
る
こ
と
、

（
２
）
あ
ら
か
じ
め
具
体
的
で
実
践
的
な
避

難
計
画
を
策
定
し
て
お
く
こ
と
、

の
２
点
に
つ
い
て
提
言
が
な
さ
れ
ま
し
た

（
図
表
3
ǀ

1
及
び
3
ǀ

2
を
参
照
）。

　

以
上
の
議
題
に
つ
い
て
決
定
・
承
認
さ

れ
た
の
ち
、
最
後
に
、
麻
生
内
閣
総
理
大

臣
か
ら
、
閣
僚
に
対
し
て
、「
平
成
21
年
度

総
合
防
災
訓
練
大
綱
」
に
基
づ
く
訓
練
の

準
備
と
「
中
部
圏
・
近
畿
圏
直
下
地
震
対

策
大
綱
」
に
基
づ
く
地
震
対
策
の
着
実
な

実
施
に
つ
い
て
指
示
が
あ
り
、
ま
た
、
火

山
防
災
対
策
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
が

連
携
し
て
、
藤
井
教
授
の
報
告
を
踏
ま
え
、

よ
り
一
層
充
実
・
強
化
す
る
よ
う
指
示
が

あ
り
ま
し
た
。

見
を
求
め
る
も
の
で
あ
り
、
同
本
部
の
本

部
長
で
あ
る
塩
谷
文
部
科
学
大
臣
か
ら
説

明
が
な
さ
れ
ま
し
た
（
図
表
2
を
参
照
）。

　

次
に
、
承
認
事
項
と
し
て
、
前
回
の
中

央
防
災
会
議
以
降
、
会
長
専
決
し
た
事
項

に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
激
甚
災

害
の
指
定
な
ど
が
案
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
報
告
事
項
と
し
て
、「
地
震
防
災

戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
（
東
海
地
震

及
び
東
南
海
・
南
海
地
震
）
に
つ
い
て
」、「
災

害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専
門
調
査
会
報

告
に
つ
い
て
」、「『
重
要
文
化
財
建
造
物
及

び
そ
の
周
辺
地
域
の
総
合
防
災
対
策
の
あ

り
方
』
に
つ
い
て
」
の
３
つ
の
事
項
に
つ

い
て
事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
事
項
の
う
ち
、
ま
ず
、「
地
震

防
災
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
（
東
海

地
震
及
び
東
南
海
・
南
海
地
震
）に
つ
い
て
」

は
、
３
年
ご
と
に
目
標
の
達
成
状
況
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

「
地
震
防
災
戦
略
」
に
つ
い
て
、
今
回
は
、

東
海
地
震
及
び
東
南
海
・
南
海
地
震
の
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
し
た
結
果
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
、
Ｐ
22
、
23
の
記
事

を
参
照
）。

　

ま
た
、「
災
害
教
訓
の
継
承
に
関
す
る
専

門
調
査
会
報
告
に
つ
い
て
」
で
は
、
専
門

調
査
会
に
お
い
て
、
1
9
5
9
年
の
伊
勢

湾
台
風
、
1
9
2
3
年
の
関
東
大
震
災
な

ど
の
災
害
に
関
す
る
調
査
が
終
了
し
た
の

で
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、「『
重
要
文
化
財
建
造
物
及
び説明を行う藤井教授

図表 2

図表 3-1

図表 3-2

第 24 回中央防災会議（議事次第及び資料）についてはこちらをご覧ください http://www.bousai.go.jp/chubou/24/index.html17
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同
大
綱
は
、
中
部
圏
・
近
畿
圏
の
直
下

地
震
を
対
象
と
し
た
、
予
防
対
策
か
ら
応

急
対
策
、
復
旧
･
復
興
対
策
ま
で
を
含
ん

だ
地
震
防
災
対
策
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で

あ
り
、
昨
年
12
月
の
中
央
防
災
会
議
で
報

告
さ
れ
た
「
中
部
圏
・
近
畿
圏
の
内
陸
地

震
に
関
す
る
報
告
」（
東
南
海
、
南
海
地

震
等
に
関
す
る
専
門
調
査
会
）
に
基
づ
い

て
策
定
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
政
府
と
し
て
は
、
本
大
綱
に
基

づ
き
、
定
量
的
な
減
災
目
標
と
具
体
的
な

実
現
方
策
等
を
定
め
る
地
震
防
災
戦
略
及

び
地
震
発
生
時
に
各
機
関
が
取
る
べ
き
行

動
内
容
等
を
定
め
る
応
急
対
策
活
動
要
領

等
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

　

大
綱
の
主
な
内
容
は
、
以
下
の
と
お
り

で
す
。

平
成
21
年
4
月
21
日
の
中
央
防
災
会
議
に
お
い
て
、

「
中
部
圏
・
近
畿
圏
直
下
地
震
対
策
大
綱
」が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

中
部
圏
・
近
畿
圏

直
下
地
震
対
策
大
綱

の
決
定
に
つ
い
て

①
予
防
対
策

　

膨
大
な
人
的
・
物
的
被
害
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
住
宅
や
公
共
施
設
等
の
建
築
物

の
耐
震
化
、
出
火
防
止
対
策
等
の
火
災
対

策
、
屋
外
転
倒
物
・
落
下
物
の
発
生
防
止

対
策
等
の
屋
外
に
お
け
る
安
全
確
保
対
策

等
を
進
め
る
。

②
応
急
対
策

　

地
震
発
生
時
の
応
急
対
策
を
迅
速
か
つ

円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
救
助
・
救
命
対

策
、
消
防
力
の
充
実
・
強
化
、
災
害
時
要

援
護
者
の
支
援
体
制
の
整
備
、
緊
急
輸
送
・

搬
送
体
制
の
強
化
等
を
進
め
る
。

③
復
旧
・
復
興
対
策

　

被
災
地
域
の
適
切
か
つ
速
や
か
な
復
旧
・

復
興
を
図
る
た
め
、
震
災
廃
棄
物
処
理
対

策
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
・
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧

対
策
等
を
進
め
る
。

④ 

避
難
者
、
帰
宅
困
難
者
等
へ
の
対
応

　

多
数
の
避
難
者
及
び
帰
宅
困
難
者
等
の

発
生
が
予
測
さ
れ
、
避
難
所
、
応
急
住
宅

等
の
不
足
や
路
上
等
に
お
け
る
混
雑
に
よ

る
混
乱
の
発
生
等
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の

た
め
、
避
難
所
と
し
て
の
公
的
施
設
や
民

間
施
設
の
利
用
の
拡
大
、
応
急
住
宅
と
し

て
の
空
き
家
・
空
き
室
の
活
用
、
一
斉
徒

歩
帰
宅
者
の
発
生
の
抑
制
、
円
滑
な
徒
歩

帰
宅
の
た
め
の
支
援
等
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

①
木
造
住
宅
密
集
市
街
地
の

　

防
災
対
策
の
推
進

　

近
畿
圏
及
び
中
部
圏
の
大
都
市
部
に
お

い
て
は
、
木
造
住
宅
密
集
市
街
地
の
集
積

度
が
高
い
場
所
が
多
く
、
地
震
時
に
建
物

の
倒
壊
や
火
災
被
害
等
の
物
的
被
害
や
そ

れ
に
伴
う
人
的
被
害
が
発
生
し
や
す
い
地

域
特
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
市
街
地
の

再
開
発
や
土
地
区
画
整
理
事
業
等
に
よ
る

面
的
整
備
、
道
路
・
公
園
等
の
オ
ー
プ
ン

ス
ペ
ー
ス
確
保
等
を
進
め
る
。

②
文
化
遺
産
の
被
害
軽
減

　

京
都
や
奈
良
を
中
心
に
文
化
遺
産
の
数

が
極
め
て
多
く
、
地
震
が
発
生
し
た
場
合

に
は
多
く
の
貴
重
な
文
化
遺
産
が
失
わ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
所
有
者
・

管
理
者
に
よ
る
建
造
物
の
倒
壊
防
止
対
策

や
消
火
設
備
の
整
備
、
周
辺
地
域
に
お
け

る
公
園
・
空
地
整
備
、
消
火
施
設
の
整
備
、

建
築
物
の
耐
震
化
・
不
燃
化
等
、
文
化
遺

産
と
地
域
を
一
体
と
し
て
ま
も
る
対
策
等

を
推
進
す
る
。

③
地
下
街
、
高
層
ビ
ル
、

　

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
等
の
安
全
確
保

　

大
規
模
な
地
下
街
、
高
層
ビ
ル
、
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
等
で
は
、
膨
大
な
数
の
人
が
滞

留
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
施
設
被
害
に
伴

う
多
数
の
死
傷
者
や
パ
ニ
ッ
ク
が
発
生
し

な
い
よ
う
、
施
設
の
耐
震
化
、
出
火
防
止

対
策
、
落
下
物
防
止
対
策
等
を
促
進
す
る
。

④
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
の
安
全
確
保

　

中
部
圏
・
近
畿
圏
の
湾
岸
地
域
に
は
広

大
な
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
が
分
布
し
て
お

り
、
地
震
時
に
海
岸
や
河
川
の
堤
防
等
が

損
壊
し
て
浸
水
被
害
が
発
生
す
る
危
険
性

が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
堤
防
等
の
耐
震
点

検
を
進
め
、
耐
震
化
を
図
る
と
と
も
に
、

発
災
時
の
情
報
収
集
・
伝
達
体
制
の
強
化
、

公
的
施
設
や
民
間
ビ
ル
、
マ
ン
シ
ョ
ン
等

の
避
難
施
設
と
し
て
の
活
用
、
避
難
誘
導

トピックス

TOPICS
中央防災会議

1

﹇
１
﹈膨
大
な
被
害
へ
の
対
応

﹇
２
﹈中
部
圏
・
近
畿
圏
に

お
け
る
特
徴
的
な
被
害
事
象

へ
の
対
応
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へ
の
影
響
評
価
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、

臨
海
部
の
老
朽
化
し
た
工
場
地
帯
の
再
開

発
等
に
よ
る
地
震
防
災
性
の
高
い
臨
海
部

の
整
備
等
を
促
進
す
る
。

⑥
中
山
間
地
域
等
に
お
け
る

　

孤
立
危
険
性
の
高
い
集
落
へ
の
対
応

　

中
部
圏
・
近
畿
圏
で
は
、
地
震
時
に
お

け
る
孤
立
危
険
性
の
高
い
集
落
が
中
山
間

地
域
等
に
多
数
分
布
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
、
衛
星
携
帯
電
話
等
の
通
信
手
段
の
確

保
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
離
着
陸
適
地
の
選
定
・

確
保
・
整
備
、
水
、
食
料
等
の
生
活
物
資
、

医
薬
品
等
の
備
蓄
等
を
促
進
す
る
。

体
制
の
整
備
等
に
努
め
る
。

⑤
大
阪
湾
、
伊
勢
湾
に
集
積
す
る

　

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
域
及
び

　

周
辺
の
安
全
確
保

　

伊
勢
湾
・
大
阪
湾
に
は
大
規
模
な
石
油

コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
地
域
が
集
積
し
、
こ
れ
に

近
接
し
て
市
街
地
が
形
成
さ
れ
て
い
る
た

め
、
地
震
に
よ
る
危
険
物
の
漏
洩
や
火
災

等
が
生
じ
た
場
合
、
周
辺
市
街
地
へ
の
被

害
波
及
や
環
境
汚
染
等
の
問
題
が
生
じ
る

お
そ
れ
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
引
き
続
き

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
に
基

づ
く
対
策
を
進
め
る
。
ま
た
、
石
油
コ
ン

ビ
ナ
ー
ト
の
被
災
に
よ
る
隣
接
市
街
地
等

中部圏・近畿圏直下地震対策大綱の概要

１.膨大な被害への対応

予防対策
○建築物の耐震化
　・住宅等の建築物、公共施設等の耐震化　・家具の固定、ガラスの飛散防止
○火災対策
　・建築物の不燃化、市街地の面的整備等　・地震時のブレーカー自動遮断等による通電火災対策
○屋外における安全確保対策
　・ブロック塀の解消誘導促進、看板の落下防止対策等
○ライフライン・インフラ確保対策
　・ライフライン・インフラの耐震化、多重化等の促進
○公的機関等の業務継続性の確保　○長周期地震動対策の推進　　　　　等

応急対策
○救助・救命対策　○消火活動等　○災害時要援護者支援　○緊急輸送・搬送対策　　　　等

復旧・復興対策
○震災廃棄物処理対策　○ライフライン・インフラの復旧対策　　　　等

避難者、帰宅困難者への対応

2.中部圏・近畿圏における特徴的な被害事象への対応

老朽化した木造住宅の密集
老朽化した木造の住宅密度の
全国の上位１０市区中８市区 が大阪府

文化遺産の数が極めて多い
全国の重要文化財（建造物）の 約４割 
全国の国宝（建造物）の約７割が
近畿圏に存在

地下街、高層ビル、ターミナル駅等
における膨大な滞留人口

広大なゼロメートル地帯
面積 約 460ｋｍ2 、人口 約 230万人

大阪湾、伊勢湾に集積する大規模な

石油コンビナート地域

中山間地域に多くの農業集落
が分布
中央構造線断層帯の地震では
計47集落 6900戸 で孤立が想定

6.対策の効果的推進

○地震防災戦略、応急対策活動要領の策定　　　　　等

5.防災情報の見える化

4.相互連携による災害対応力強化

3.被害波及の軽減

木造住宅密集市街地の防災対策の推進
→市街地の再開発、土地区画整理事業等の面的整備
→道路、公園等のオープンスペースの確保

京都、奈良を中心とする文化遺産の被害軽減
→所有者、管理者による建造物の倒壊防止対策、消
　火設備の整備
→文化遺産と周辺地域を一体として守る対策の推進

地下街、高層ビル、ターミナル駅等の安全確保
→施設の耐震化、出火防災対策、エレベータの安全対策
→適時・的確な情報提供や避難誘導体制の整備

ゼロメートル地帯の安全確保
→海岸や河川の堤防等の耐震点検の実施と耐震化の実施
→民間ビル等の避難施設としての活用、避難誘導体制の強化

石油コンビナート地域及び周辺の安全確保
→石油コンビナート等災害防止法に基づく対策
→避難勧告等や誘導が的確に行われる体制の整備

孤立危険性の高い集落への対応
→衛星携帯電話等の通信手段、ヘリコプターの離発着
　適地の確保
→集落内の備蓄等の充実、交通基盤の寸断回避対策
　の推進

中部圏・近畿圏の特徴 対策
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こ
の
報
告
は
、
重
要
文
化
財
建
造
物
と

そ
の
周
辺
地
域
を
一
体
的
に
捉
え
、
地
域

全
体
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め
の
方
策
等

に
つ
い
て
総
合
的
に
取
り
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

　

平
成
20
年
２
月
に
開
催
さ
れ
た
中
央
防

災
会
議
に
お
い
て
、
大
規
模
地
震
時
に
市

街
地
大
火
か
ら
の
延
焼
等
に
よ
り
多
数
の

重
要
文
化
財
建
造
物
が
被
災
す
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

学
識
経
験
者
や
文
化
財
所
有
者
等
か
ら
構

成
さ
れ
る
「
重
要
文
化
財
建
造
物
の
総
合

防
災
対
策
検
討
会
」（
座
長
…
土
岐 

憲
三 

立
命
館
大
学
教
授
）
を
設
置
し
て
、
検
討

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
こ
の
報
告
に
基
づ
き
、
国
の
関

係
省
庁
や
地
方
公
共
団
体
等
が
連
携
し

平
成
21
年
４
月
21
日
の
中
央
防
災
会
議
に
お
い
て
、

「
重
要
文
化
財
建
造
物
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
総
合
防
災

対
策
の
あ
り
方
」
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

「
重
要
文
化
財
建
造
物
及
び

 

そ
の
周
辺
地
域
の
総
合
防
災
対
策
の
あ
り
方
」の

 

報
告
に
つ
い
て

て
、
重
要
文
化
財
建
造
物
の
周
辺
住
民
を

含
む
地
域
が
一
体
と
な
り
、
重
要
文
化
財

建
造
物
と
そ
の
周
辺
地
域
の
総
合
的
な
防

災
対
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

　

報
告
の
主
な
内
容
は
下
記
の
通
り
で
す
。

・
地
震
時
に
は
、
断
水
や
設
備
・
配
管
等

の
破
損
に
よ
り
、
消
火
栓
等
の
消
防
水
利

や
、
放
水
銃
、
ド
レ
ン
チ
ャ
ー
設
備
等
の

防
火
設
備
が
使
用
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

る
。

・
地
震
時
に
は
、
火
災
の
同
時
多
発
的
な

発
生
と
道
路
の
通
行
障
害
等
が
あ
い
ま
っ

て
、
場
所
に
よ
っ
て
は
消
防
機
関
が
到
着

で
き
な
い
事
態
も
想
定
さ
れ
る
。

・
同
時
多
発
火
災
に
よ
る
市
街
地
大
火
が

発
生
す
る
と
、
周
辺
地
域
の
延
焼
が
重
要

文
化
財
を
含
め
た
地
域
一
帯
に
広
が
る
危

険
性
が
あ
る
。

・
地
震
時
に
使
用
可
能
な
消
防
水
利
及
び

　

防
火
設
備
の
確
保

　

地
震
時
に
も
確
実
に
利
用
可
能
な
水
利

（
耐
震
性
貯
水
槽
や
河
川
等
の
自
然
水
利

等
）
の
確
保
、
耐
震
性
に
優
れ
た
配
水
管

等
の
管
路
や
地
震
時
に
も
使
用
可
能
な
可

搬
式
ポ
ン
プ
等
の
防
火
設
備
の
整
備
等
が

必
要
で
あ
る
。

・
重
要
文
化
財
建
造
物
の
所
有
者
等
と

　

地
域
住
民
の
共
助
体
制
の
構
築

　

重
要
文
化
財
建
造
物
の
所
有
者
等
が
地

域
住
民
と
協
働
し
て
出
火
防
止
、
早
期
発

見
及
び
初
期
消
火
を
確
実
に
行
い
、
地
域

全
体
と
し
て
火
災
を
初
期
の
段
階
で
抑
え

る
等
、
重
要
文
化
財
建
造
物
の
所
有
者
と

地
域
住
民
等
の
共
助
体
制
を
構
築
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

・
重
要
文
化
財
建
造
物
の
周
辺
地
域
に

　

お
け
る
延
焼
防
止
対
策
の
実
施

　

市
街
地
か
ら
の
延
焼
拡
大
防
止
の
た
め
、

地
区
の
特
性
や
住
民
の
意
向
を
踏
ま
え
、

重
要
文
化
財
建
造
物
の
周
辺
地
域
に
お
け

る
建
物
の
不
燃
化
や
公
園
等
の
整
備
に
よ

る
空
地
の
確
保
等
を
行
う
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。

・「
重
要
文
化
財
周
辺
地
区
防
災
計
画

　
（
仮
称
）」
策
定
の
検
討

　

重
要
文
化
財
建
造
物
及
び
そ
の
周
辺
地

区
を
一
体
的
に
捉
え
、
消
防
水
利
や
防
火

設
備
の
整
備
方
針
、
災
害
時
の
連
絡
体
制

や
避
難
方
法
等
の
地
区
の
防
災
に
関
わ
る

事
項
を
ま
と
め
た
「
重
要
文
化
財
周
辺
地

区
防
災
計
画
（
仮
称
）」
の
策
定
を
検
討

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

トピックス

TOPICS
中央防災会議
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﹇
１
﹈地
震
時
の
被
害
の
特
徴

﹇
２
﹈主
な
対
策
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重要文化財建造物及びその周辺地域の総合防災対策のあり方［概要］
～「重要文化財建造物の総合防災対策検討会」報告～

地震時に想定される災害から重要文化財建造物及びその周辺地域を一体として守るための
防災対策のあり方及び実現方策等について提言

背景

「東南海、南海地震等に関する専門調査会」が平成20年２月に中部圏・近畿圏直下の
地震による文化遺産の被災可能性について公表

○花折断層帯の地震（M7.4）が発生した場合、全国の国宝（建造物）の約 1/4、重要文化財（建造物）の
約１割が、震度６強以上の揺れ又は一般の建物の焼失がある地域に所在

○明治以降、多くの文化遺産の周辺で市街化が進展

倒壊や焼失により、多くの文化遺産が被災する可能性

地震時の被害の特徴

○消防水利・水道管・防火設備の地震動による破損等による機能停止

　○同時多発的な大規模火災の発生による消防力の不足

市街地大火による
延焼の拡大

重要文化財建造物とその周辺地域を一体的に捉え、

地域全体の防災力を高めることが必要

重要文化財建造物とその周辺地域の総合的な防災対策のあり方

● 地震時にも使用可能な水利
   （耐震性貯水槽・自然水利）の確保
● 耐震性に優れた管路の整備
● 地震時にも使用可能な可搬式ポンプ等の
   消火施設の整備
● 重要文化財建造物の所有者と
    地域住民等の共助体制の構築

重要文化財建造物の
周辺市街地の変遷

～京都市街地を例として～

● 周辺地域における建築物の不燃化や
    空地の確保による延焼拡大防止対策
● 危険性の高い地区等において、
    防災に係る事項について、
    「重要文化財周辺地区防災計画（仮称）」
    策定の検討

文化財及び市街地の防災に
一体的に取り組んでいる先進事例

京都市東山区清水地域

・現在残っている文化遺産の多くは、以前は郊外に立地
・明治以降の市街地拡大により、火災延焼の危険性が増大

● 

2000年頃（人口：約146万人）

龍安寺

● 高山寺 

 仁和寺 ● 

● 天龍寺

● 西芳寺

● 鹿苑寺
  （金閣寺）

● 二条城

● 本願寺

● 教王護国寺（東寺）

● 賀茂別雷神社（上賀茂神社）

● 賀茂別雷神社
  （下賀茂神社）

● 慈照寺
  （銀閣寺）

 醍醐寺 ● 

1900年頃（人口：約36万人）

● 
龍安寺

● 高山寺 

 仁和寺 ● 

● 天龍寺

● 西芳寺

● 鹿苑寺
  （金閣寺）

● 二条城

● 本願寺

● 教王護国寺（東寺）

● 賀茂別雷神社（上賀茂神社）

● 賀茂別雷神社
  （下賀茂神社）

● 慈照寺
  （銀閣寺）

● 清水寺

 醍醐寺 ● 

市街地

上水道の機能停止時にも消防水利と
して利用可能な水源

大容量の耐震性貯水槽の設置

ポリエチレン管の布設

耐震性に優れる配水管の整備

市民が容易に使える防火設備

地域住民による消火活動

耐震性が確保された消火栓

耐震性に優れる市民用消火栓
● 清水寺

（土岐憲之立命館大学教授作成資料に基づき作成）
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地
震
防
災
戦
略
は
、被
害
想
定
を
も
と
に
、

人
的
被
害
、
経
済
被
害
に
つ
い
て
今
後
10
年

間
に
達
成
す
べ
き
目
標
と
そ
の
具
体
的
な
実

現
方
法
等
を
定
め
た
も
の
で
す
。
こ
れ
ま
で

に
中
央
防
災
会
議
で
決
定
さ
れ
た
地
震
防
災

戦
略
は
、
東
海
地
震
（
平
成
17
年
3
月
）、

東
南
海
・
南
海
地
震
（
平
成
17
年
3
月
）、

首
都
直
下
地
震
（
平
成
18
年
4
月
）、
日
本

海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型
地
震
（
平
成

20
年
12
月
）
の
４
つ
で
す
。

　

ま
た
、
地
震
防
災
戦
略
に
お
い
て
は
、

３
年
ご
と
に
達
成
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
行
う
こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
今
回
、

東
海
地
震
及
び
東
南
海
・
南
海
地
震
の
地

震
防
災
戦
略
に
つ
い
て
、
初
め
て
フ
ォ
ロ
ー

内
閣
府
で
は
、
東
海
地
震
及
び
東
南
海
・
南
海
地
震
の
地
震
防
災
戦
略
（
平
成
17
年
３
月
中
央
防
災
会
議
決
定
）に
つ
い
て
、

平
成
19
年
度
末
時
点
に
お
け
る
達
成
状
況
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
実
施
し
、
４
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
中
央
防
災
会
議
に
お
い
て
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

地
震
防
災
戦
略
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果

﹇
東
海
地
震
及
び
東
南
海
・
南
海
地
震
﹈に
つ
い
て

トピックス

TOPICS
中央防災会議

3

﹇
１
﹈地
震
防
災
戦
略
に
つ
い
て

経済被害 ［平成19年度末における進捗率 約 27％］

経済被害 ［平成19年度末における進捗率 約 22％］
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ア
ッ
プ
を
行
い
ま
し
た
。

　

東
海
地
震
及
び
東
南
海
・
南
海
地
震
の
地

震
防
災
戦
略
で
は
、
平
成
26
年
度
末
ま
で
の

10
年
間
に
、
人
的
被
害
及
び
経
済
被
害
を
半

減
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　

本
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
で
は
、
策
定

後
３
年
間
に
お
け
る
減
災
目
標
※
の
達
成

状
況
（
平
成
19
年
度
末
時
点
）
は
、
以
下

の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
ま
す
（
四
捨
五

入
の
関
係
で
表
示
の
数
値
の
加
減
算
が
一

致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

【
東
海
地
震
】

　

人
的
被
害
（
死
者
数
）
に
つ
い
て
は
、

約
9
2
0
0 

人
か
ら
約
7
9
0
0 

人
に
、

約
1
3
0
0
人
減
少
し
て
い
ま
す
（
進
捗

率
約
28
％
）。
経
済
被
害
に
つ
い
て
は
、
約

37
兆
円
か
ら
約
32
兆
円
に
、
約
5
兆
円

減
少
し
て
い
ま
す
（
進
捗
率
約
27
％
）。

【
東
南
海
・
南
海
地
震
】

　

人
的
被
害
（
死
者
数
）
に
つ
い
て

は
、
約
1
万
7
8
0
0 

人
か
ら
約

1
万
5
0
0
0 

人
に
、
約
2
7
0
0
人

減
少
し
て
い
ま
す
（
進
捗
率
約
31
％
）。
経

済
被
害
に
つ
い
て
は
、
約
57
兆
円
か
ら
約

52
兆
円
に
、
約
6
兆
円
減
少
し
て
い
ま
す

（
進
捗
率
約
22
％
）。

﹇
２
﹈フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
結
果
の
概
要

※「減災目標」は、被害想定をもとに人的被害や経済被害の軽減について達成時期を定めた具体的な被害軽減量を示す数値目標です。

東海地震及び東南海・南海地震の地震防災戦略（平成17年３月中央防災会議決定）について、
３年ごとに行うこととされている達成状況のフォローアップを実施。 

地震防災戦略フォローアップ結果について［概要］

【
目
標
】10
年
間
で
死
者
数
、
経
済
被
害
額
を
半
減

人的被害 ［平成19年度末における進捗率 約 28％］

東
海
地
震

東
南
海
・
南
海
地
震

【
目
標
】10
年
間
で
死
者
数
、
経
済
被
害
額
を
半
減

人的被害 ［平成19年度末における進捗率 約 31％］
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分
で
実
施
」「
体
力
的
に
困
難
な
の
に
無
理

と
思
わ
ず
油
断
し
て
実
施
」
な
ど
の
理
由

で
１
人
で
作
業
。

　

原
因
別
に
み
た
事
故
の
特
徴
も
調
査
。

「
除
雪
中
の
屋
根
か
ら
の
転
落
」
…
屋
根

の
上
か
ら
の
転
落
が
約
6
割
、
は
し
ご
か

ら
の
転
落
が
約
4
割
。
シ
ー
ズ
ン
1
回

目
の
雪
下
ろ
し
に
よ
る
事
故
が
3
分
の

2
。
被
災
者
は
命
綱
を
未
使
用
。

「
屋
根
か
ら
の
転
落
」
…
気
温
上
昇
時
に

軒
下
に
い
て
事
故
発
生
し
た
ケ
ー
ス
が
多

い
。

「
除
雪
機
に
よ
る
事
故
」
…
雪
詰
ま
り
除

去
時
の
事
故
が
多
く
、
高
齢
者
以
外
の
被

害
も
。

「
除
雪
中
の
水
路
等
へ
の
転
落
」
…
死
者

の
割
合
が
高
く
、
発
見
ま
で
の
時
間
が
長

い
事
例
が
多
い
。

　

死
者
が
多
い

　

事
故
発
生
か
ら
発
見
ま
で
の
時
間
は
、

重
傷
者
で
は
10
分
以
内
が
約
８
割
を
占
め

て
い
る
が
、
死
者
の
場
合
は
30
分
を
超
え

る
事
例
も
多
い
。

⑥ 

「
気
兼
ね
す
る
」「
無
理
と

　

思
わ
な
い
」
高
齢
者
が
多
い

　

被
災
者
の
3
分
の
1
が
「
他
に
や
っ

て
く
れ
る
人
は
い
る
が
気
兼
ね
を
し
て
自

　

平
成
18
年
豪
雪
で
は
全
国
の
死
者
が

1
5
2
人
を
数
え
る
な
ど
、
戦
後
2
番

目
の
被
害
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
19
年
度

冬
期
で
は
降
雪
量
が
平
年
並
み
か
少
な
か

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
47
名
の
犠
牲
者

が
発
生
。
そ
の
事
故
原
因
を
調
査
し
た
結

果
、
以
下
の
特
徴
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し

た
。

①
除
雪
作
業
中
、
特
に
屋
根
か
ら
の

　

転
落
に
よ
る
事
故
が
多
い

　

死
者
に
関
し
て
は
除
雪
作
業
中
の
事
故

が
８
割
以
上
。
事
故
原
因
と
し
て
は
屋
根

か
ら
の
転
落
が
約
６
割
。

②
高
齢
者
の
事
故
が
多
い

　

死
者
の
場
合
、
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

約
６
割 

、
そ
の
う
ち
約
3
分
の
2
が
75

歳
以
上
。

③
１
人
で
の
作
業
中
の
事
故
が
多
い

　

事
故
発
生
時
に
1
人
で
作
業
し
て
い
た

割
合
は
、
死
亡
事
故
で
は
約
８
割
。

④
作
業
を
始
め
て
か
ら

　

間
も
な
い
事
故
が
多
い

　

除
雪
作
業
開
始
か
ら
事
故
発
生
ま
で
の

時
間
は
、
10
分
以
内
が
3
分
の
1
、
11

〜
30
分
が
約
3
割
と
30
分
以
内
が
６
割
。

⑤
発
見
時
間
が
遅
れ
る
ほ
ど

雪の事故による犠牲者は自然災害の犠牲者の3割を超え、風水害に次ぐ第二の自然災害です。
「雪害による犠牲者ゼロのための地域の防災力向上を目指す検討会」では、

雪処理に係る事故防止の対策について取りまとめました。

雪処理に係る
事故による犠牲者ゼロのための
地域防災力向上に向けて

Disaster management NEWS

合計
（N=47）

65 歳未満
（N=19）

65 歳以上

（N=28）

除雪作業中の事故
83％

除雪作業中以外の事故
17％

屋根転落：屋根からの転落による事故
（はしごからの転落を含む）

屋根落雪：屋根からの落雪による事故

発症：心疾患、脳疾患などの発症

水路転落：水路、側溝、池への転落事故

除雪機：除雪機による事故
（ひかれる、はさまれる）

その他

建物倒壊：雪の重さで倒壊した

家屋の下敷きになった事故

0% 20% 40% 60% 80% 100%

57.4% 10.6% 8.5%
2.1%
4.3%4.3%

2.1% 4.3% 2.1% 8.5%

47.4%
5.3% 5.3%
5.3% 5.3%

5.3%
5.3%5.3% 21.1%

64.3% 14.3% 10.7% 3.6%3.6%
3.6% 3.6%3.6%

（備考）消防庁「今冬の雪による被害状況等」
（平成 20年 5月 16 日）の結果を基に作成

平成 19 年度冬季における雪による事故の死者　原因別構成

～54歳
8

17.0％

55～64 歳
11
23.4％

65～74 歳
10
21.3％

75 歳～
18
38.3％

（備考）国土交通省地方振興課から道府県への照会調査
（平成 20年 8月）の結果を基に作成

【死者 N＝47】

平成 19 年度冬期における
雪による犠牲者（死者）年齢別構成

雪
に
よ
る
事
故
の

概
要
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る
傾
向
。
こ
の
よ
う
な
世
帯
が
無
理
に
雪

処
理
を
し
な
く
て
も
い
い
よ
う
な
対
策
が

必
要
。
雪
処
理
が
困
難
な
世
帯
の
状
態
を

把
握
し
、
雪
処
理
の
費
用
の
支
援
や
、
克

雪
住
宅
の
普
及
・
開
発
、
雪
処
理
が
困
難

な
人
の
た
め
に
居
住
施
設
の
確
保
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
検
討
結
果
を
基
に
、「
除
雪
中

の
事
故
防
止
の
た
め
の
10
か
条
」
を
作
成

し
ま
し
た
。
左
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

帯
電
話
を
携
行
す
る
こ
と
、
早
期
発
見
の

た
め
の
機
器
の
開
発
が
大
事
。

④
「
作
業
か
ら
解
放
」

　

自
力
で
の
雪
処
理
が
困
難
な
世
帯
は
、

高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
今
後
一
層
増
加
す

①
「
必
ず
２
人
以
上
で
」

　

２
人
以
上
で
作
業
を
行
う
こ
と
の
意
義

を
的
確
に
周
知
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

共
助
に
よ
る
雪
処
理
活
動
を
行
う
こ
と
の

徹
底
。
そ
れ
が
難
し
い
場
合
は
、
家
族
、

親
戚
と
一
緒
に
行
う
。
ま
た
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
共
助
が
困
難
な
場
合
は
、

地
域
内
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
雪
処

理
の
担
い
手
に
よ
る
協
力
の
仕
組
み
を
つ

く
る
。

②
「
安
全
性
を
高
め
る
」

　

雪
の
事
故
が
起
こ
り
や
す

い
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、

雪
処
理
の
危
険
性
に
つ
い
て

適
確
に
周
知
徹
底
す
る
。
ま

た
事
故
防
止
に
役
立
つ
道

具
、
器
具
、
機
器
を
開
発
・

普
及
。
安
全
に
作
業
を
行
う

た
め
、
住
民
に
対
す
る
技
術

指
導
や
講
習
会
を
行
う
。

③
「
被
害
の
程
度
を
軽
減
」

　

事
故
が
発
生
し
て
も
被
害

の
程
度
を
最
小
限
に
と
ど
め

る
「
フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ
」
と

い
う
視
点
か
ら
事
故
に
備
え

て
、
救
急
救
命
講
習
を
実
施

し
、
A
E
D
の
普
及
を
図
る
。

ま
た
、
事
故
発
生
時
の
連
絡

の
た
め
、
除
雪
作
業
時
に
携

「
除
雪
に
伴
う
発
症
」
…
寒
い
屋
外
で
重

労
働
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
発
症
し
た
と
推

測
。

　

雪
害
に
よ
る
犠
牲
者
ゼ
ロ
の
た
め
の
地

域
の
防
災
力
向
上
を
目
指
し
、
平
成
19
年

度
冬
期
の
事
故
調
査
を
踏
ま
え
た
対
策
の

視
点
と
し
て
の
4
つ
の
ポ
イ
ン
ト
。

防災の動き このページでは、内閣府（防災担当）や防災に関係する府省庁からの
お知らせや、公共団体・企業・NPOの防災活動などをお届けします。

心がけましょう！
除雪中の事故防止の
ための10か条

雪
処
理
に
係
る

事
故
の
対
策

ア
ク
セ
ス

h
ttp
://w

w
w
.b
o
u
s
a
i.g
o
.jp
/fu
s
u
ig
a
i/

se
tu
g
a
i/0
3
/0
9
_
siryo

4
_
s01.p

d
f/

命綱を使用した雪下ろしの実演（山形県尾花沢市）

一斉除雪の実施（山形県尾花沢市）
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る
包
括
的
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
あ
る
「
兵
庫

行
動
枠
組
」
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に

お
け
る
実
施
状
況
や
推
進
方
策
に
つ
い
て

議
論
を
行
う
と
と
も
に
、
域
内
で
の
災
害

リ
ス
ク
軽
減
の
た
め
の
地
域
協
力
の
促
進

等
に
つ
い
て
話
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
開
会
挨
拶
で
、
ノ
エ
リ
ー
ン
・

ヘ
イ
ザ
ー
国
連
事
務
次
長
兼
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ

事
務
局
長
は
、
世
界
各
地
域
と
比
較
し
て

最
も
災
害
に
見
舞
わ
れ
る
機
会
の
多
い
ア

　
「
災
害
リ
ス
ク
軽
減
委
員
会
」
の
第
１
回

会
合
に
は
、
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
地
域
の
25

カ
国
及
び
28
の
国
際
機
関
よ
り
２
０
０
名

を
超
え
る
参
加
が
あ
り
、
日
本
政
府
か
ら

は
、
田
口
尚
文
内
閣
府
官
房
審
議
官
（
防

災
担
当
）、
田
尻
直
人
内
閣
府
災
害
予
防

担
当
参
事
官
な
ど
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
は
、
バ
ン
コ
ク
に
本
部
を

置
く
、
国
際
連
合
の
経
済
社
会
理
事
会
の

５
つ
の
地
域
委
員
会
の
一
つ
で
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
の
経
済
社
会
開
発
に
係
る
地

域
協
力
の
促
進
を
基
本
的
使
命
と
し
て
い

ま
す
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
は
、
西
は
ロ
シ
ア

連
邦
か
ら
東
は
南
太
平
洋
諸
島
に
い
た
る

域
内
49
カ
国
が
加
盟
し
て
お
り
、
域
外
メ

ン
バ
ー
国
、
準
加
盟
地
域
を
加
え
る
と
、

64
カ
国
・
地
域
が
こ
れ
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
我
が
国
は
、
国
連
加
盟
に
先
立
つ

１
９
５
４
年
に
加
盟
国
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
会
合
は
、
２
０
０
５
年
１
月
に

我
が
国
で
開
催
さ
れ
た
「
国
連
世
界
防
災

会
議
」
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
国
際
社
会

が
今
後 

10 
年
に
取
組
む
べ
き
防
災
に
関
す

2009 年 3月25日から27日までの3日間、タイ王国バンコクの国連会議センターで
国連アジア太平洋経済社会委員会（Economic and Social Commission for Asia and the Pacific：

通称 ESCAP＜エスキャップ＞）が主催して
「災害リスク軽減委員会（the Committee on Disaster Risk Reduction）」の第1回会合が開催されました。

国連アジア太平洋経済社会委員会（UNESCAP）
「災害リスク軽減委員会」第1回会合がバンコクで開催

Disaster management NEWS

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
は

会場の様子

会
議
の
初
日

会議に参加する日本政府代表団
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ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
発
展
に
と
っ
て
、

災
害
リ
ス
ク
の
低
減
は
極
め
て
重
要
で
あ

る
と
指
摘
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
10
カ

国
の
閣
僚
級
及
び
政
府
高
官
が
参
加
し
た

ハ
イ
レ
ベ
ル
円
卓
会
議
に
お
い
て
、
我
が

国
よ
り
田
口
尚
文
内
閣
府
官
房
審
議
官

（
防
災
担
当
）
が
ス
ピ
ー
チ
を
行
い
ま
し
た
。

田
口
審
議
官
は
そ
の
中
で
、
世
界
で
も
有

数
の
災
害
を
受
け
や
す
い
日
本
で
は
、
防

災
は
内
閣
の
最
も
重
要
な
政
策
の
一
つ
で

あ
り
、
緊
急
対
応
時
の
み
な
ら
ず
平
常
時

か
ら
災
害
に
強
い
国
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
こ
と
。
ま
た
、
我
が
国
に
お
い
て
現
在

取
組
ん
で
い
る
災
害
対
策
の
例
や
防
災
対

策
の
重
要
事
項
を
紹
介
し
、
ア
ジ
ア
・
太

平
洋
地
域
に
お
け
る
兵
庫
行
動
枠
組
の
一

層
の
実
施
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

会
議
二
日
目
と
最
終
日
は
、
テ
ー
マ
別

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
国
連
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
防
災
分
野

の
取
組
や
今
後
の
活
動
予
定
の
紹
介
、「
兵

庫
行
動
枠
組
」
の
推
進
方
策
に
つ
い
て
議

論
が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋

地
域
に
お
け
る
災
害
リ
ス
ク
軽
減
の
た
め

の
地
域
協
力
の
促
進
に
つ
い
て
、
情
報
共

有
、
地
域
レ
ベ
ル
の
早
期
警
戒
と
予
防
、

防災の動き

ハイレベル円卓会議

宇
宙
等
科
学
技
術
の
防
災
面
に
お
け
る
応

用
な
ど
の
面
か
ら
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、「
災
害
リ
ス
ク
軽
減
委
員

会
」
と
し
て
、Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
事
務
局
に
対
し
、

域
内
各
国
の
防
災
へ
の
取
組
等
に
関
す
る

優
良
事
例
や
教
訓
、
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー

等
に
焦
点
を
当
て
た
「
ア
ジ
ア
・
大
洋
州

地
域
災
害
報
告
書
」
の
作
成
を
求
め
る
と

と
も
に
、
情
報
共
有
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
と
し
て
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
防

災
と
開
発
に
関
す
る
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
」
の

設
立
を
広
く
呼
び
か
け
、
会
議
は
閉
幕
し

ま
し
た
。

　

我
が
国
と
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
も
、
幾

多
の
災
害
を
経
験
し
て
培
っ
た
防
災
に
関

す
る
知
識
や
技
術
を
活
用
し
、
兵
庫
県
神

戸
市
に
あ
る
ア
ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
と
も

連
携
し
つ
つ
、
ア
ジ
ア
・
大
洋
州
各
国
と

の
防
災
協
力
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

二
日
目
と
最
終
日
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大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
九
月
一
日

の
正
午
こ
ろ
に
発
生
し
た
地
震
に
起
因
す

る
関
東
大
震
災
は
、
十
万
人
あ
ま
り
の
命

と
、
二
百
万
人
あ
ま
り
の
家
を
奪
っ
た
。

　

人
的
被
害
の
九
割
は
、
火
災
に
よ
っ
て

生
じ
た
。
東
京
で
は
七
七
の
火
元
か
ら
延

焼
し
て
、
三
日
朝
ま
で
燃
え
続
け
た
。

　

東
京
に
は
消
火
栓
を
持
つ
水
道
が
隈
な

く
敷
設
さ
れ
て
い
た
の
で
、
消
防
を
担
当

し
た
警
視
庁
は
ポ
ン
プ
自
動
車
三
八
台
を

主
力
と
し
、
江
戸
町
火
消
の
流
れ
を
汲
む

予
備
消
防
の
消
防
組
に
は
、
消
火
栓
に
直

結
し
て
放
水
す
る
ホ
ー
ス
を
配
備
し
て
い

た
。し
か
し
、地
震
に
よ
り
水
道
は
断
水
し
、

予
備
消
防
は
一
挙
に
無
力
と
な
っ
た
。

　

地
震
直
後
に
火
災
が
広
ま
っ
た
の
は
、

家
屋
の
倒
壊
が
多
か
っ
た
西
神
田
、
浅
草
、

本
所
、
深
川
で
あ
っ
た
。
昼
食
前
で
ほ
と

ん
ど
の
家
に
火
の
気
が
あ
り
、
倒
壊
は
出

火
に
つ
な
が
り
や
す
か
っ
た
。
周
辺
住
民

は
下
敷
き
に
な
っ
た
人
々
の
救
出
に
追
わ

れ
、
火
に
立
ち
向
か
い
、
あ
る
い
は
直
ち

に
避
難
す
る
こ
と
は
困
難
だ
っ
た
。
午
後

四
時
に
四
方
を
火
に
囲
ま
れ
て
約
四
万
名

が
犠
牲
に
な
っ
た
被
服
廠
跡
や
、
そ
れ
よ

り
早
く
千
名
以
上
が
亡
く
な
っ
た
浅
草
の

田
中
小
学
校
で
の
惨
劇
は
、
建
物
の
耐
震
・

不
燃
化
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。

　

一
日
の
夜
に
入
る
と
、
風
に
あ
お
ら
れ

て
最
大
で
一
時
間
に
八
二
〇
メ
ー
ト
ル
と

い
う
急
速
な
延
焼
が
進
み
、
家
屋
の
倒
壊

が
少
な
か
っ
た
地
域
も
焼
失
し
た
。
そ
れ

で
も
、
風
向
き
や
地
形
を
生
か
し
た
消
防

活
動
が
成
功
し
た
場
所
も
多
い
。
中
で
も

秋
葉
原
駅
東
側
の
神
田
和
泉
町
、
佐
久
間

町
で
は
千
六
百
戸
あ
ま
り
が
焼
け
残
っ
た
。

　

こ
の
地
域
は
比
較
的
不
燃
建
築
が
多

く
、
水
利
に
恵
ま
れ
、
延
焼
が
迫
る
ま
で

の
時
間
的
余
裕
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
住
民

た
ち
は
、
江
戸
時
代
か
ら
の
習
慣
で
あ
っ

た
飛
び
火
防
ぎ
、
延
焼
し
て
く
る
側
の

建
物
の
引
き
倒
し
、
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
な
ど

プレート境界地震

マグニチュード 〉〉〉7.9（11時 58 分）

死者行方不明者 〉〉〉105,385人

焼失家屋 〉〉〉212,353戸

非焼失全潰家屋 〉〉〉79,733戸

流失・埋没家屋 〉〉〉1,301戸

関東大震災 PROFILE

関
東
大
震
災
が
発
生
し
た
の
は
土
曜
日
の
正
午
ご
ろ
。

昼
食
時
の
火
の
使
用
と
重
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
倒
れ
た
家
屋
か
ら
次
々
と
出
火
し
、

東
京
、
横
浜
を
中
心
に
大
火
災
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。

10
万
人
を
超
え
る
犠
牲
者
は
明
治
以
降
の
自
然
災
害
の
中
で
は
最
大
の
被
害
と
な
っ
て
い
ま
す
。

9
月
1
日
の
「
防
災
の
日
」
は
、
こ
の
日
に
起
き
た
関
東
大
震
災
の
教
訓
を
忘
れ
な
い
、

と
い
う
意
味
を
含
め
、
1
9
6
0
年
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

下
敷
き
に
な
っ
た
人
の
救
出
に
追
わ
れ
、

火
に
立
ち
向
か
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

過 去 の
災 害 に
学 ぶ ●22

関東大震災1
そ の

1923年9月1日

文：鈴木淳（東京大学大学院人文社会系研究科・文学部日本史学研究室　准教授）
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三
〇
時
間
に
お
よ
ぶ
消
防
活
動
を
繰
り
広

げ
た
。

　

結
果
的
に
広
大
な
焼
失
地
域
の
中
に
こ

こ
だ
け
が
焼
け
残
っ
た
が
、
住
民
が
四
方

を
火
に
囲
ま
れ
た
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ゆ

え
、
落
ち
つ
い
た
対
応
が
可
能
だ
っ
た
。

一
日
の
夜
に
西
か
ら
火
が
迫
る
と
、
住
民

た
ち
の
多
く
は
一
・
五
キ
ロ
ほ
ど
北
の
上

野
公
園
に
避
難
し
、
消
防
に
あ
た
ろ
う
と

す
る
人
だ
け
が
町
内
に
残
っ
た
。
こ
の
避

難
経
路
が
火
災
の
脅
威
を
受
け
た
の
は
二

日
の
午
後
以
降
で
あ
っ
た
が
、
避
難
先
で

一
夜
を
明
か
し
た
住
民
は
そ
の
前
に
町
に

戻
っ
て
消
火
活
動
に
加
わ
っ
た
。
鎮
火
後

半
日
以
上
た
っ
た
南
側
の
焼
跡
へ
の
避
難

が
可
能
に
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
地
域
に
消
防
用
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ

が
二
台
存
在
し
た
こ
と
も
幸
い
だ
っ
た
。

一
台
は
三
井
慈
善
病
院
の
自
衛
用
で
、
も

う
一
台
は
町
内
の
ポ
ン
プ
製
造
会
社
帝
国

喞
筒
の
引
渡
し
前
の
製
品
で
あ
っ
た
。
延

焼
や
飛
び
火
を
防
ぐ
た
め
、
燃
え
て
い
な

い
家
や
燃
え
は
じ
め
た
物
に
水
を
掛
け
る

の
は
バ
ケ
ツ
で
十
分
だ
が
、
ポ
ン
プ
が
あ

れ
ば
炎
上
中
の
建
物
に
も
放
水
し
て
、
火

勢
を
弱
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
三
井
慈
善

病
院
の
ポ
ン
プ
は
病
院
周
辺
で
活
動
し
て

町
の
一
角
を
守
り
、
二
日
の
午
後
に
よ
う

や
く
登
場
し
た
帝
国
喞
筒
の
ポ
ン
プ
は
、

住
民
た
ち
が
集
め
た
ガ
ソ
リ
ン
を
用
い
て
、

最
後
ま
で
消
防
の
主
力
と
な
っ
た
。

　

町
を
守
り
ぬ
く
こ
と
だ
け
が
消
防
の
効

果
で
は
な
か
っ
た
。
浅
草
の
老
松
町
は
二

日
の
朝
に
全
焼
し
た
。
し
か
し
、
前
日
に

消
防
隊
と
と
も
に
隣
町
ま
で
延
焼
し
て
き

た
火
災
に
立
ち
向
か
い
、
一
度
は
延
焼
を

阻
止
し
て
い
た
の
で
、
半
日
た
っ
た
隣
町

の
焼
跡
に
家
財
と
共
に
避
難
し
て
、
一
人

も
死
傷
者
を
出
さ
な
か
っ
た
。

　

深
川
の
門
前
仲
町
で
は
、
一
日
の
夕
方

に
地
元
の
在
郷
軍
人
や
青
年
団
が
近
く
の

陸
軍
糧
秣
本
廠
と
商
船
学
校
か
ら
ポ
ン
プ

を
借
り
て
東
側
か
ら
の
延
焼
を
防
い
だ
。

こ
の
場
所
は
僅
か
三
時
間
ほ
ど
の
後
に
反

対
方
向
か
ら
の
延
焼
で
燃
え
た
が
、
こ
の

間
、
北
側
か
ら
迫
っ
た
火
に
追
わ
れ
た
人
々

に
洲
崎
埋
立
地
へ
の
貴
重
な
避
難
路
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
退
路
が
確
保
で
き
る
範

囲
内
で
、
可
能
な
消
防
活
動
を
行
な
う
こ

と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
被
害
の
軽
減
に

つ
な
が
っ
た
。
予
備
消
防
や
町
内
に
ガ
ソ

リ
ン
ポ
ン
プ
が
あ
れ
ば
も
っ
と
、
と
い
う

反
省
は
今
に
生
か
さ
れ
、
消
防
団
や
自
主

防
災
組
織
に
ポ
ン
プ
が
配
布
さ
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
東
京
帝
国
大
学
が
整
備
不
良

で
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
を
使
え
ず
に
多
く
の

建
物
を
焼
失
し
た
例
も
あ
り
、
ポ
ン
プ
が

あ
り
さ
え
す
れ
ば
よ
い
わ
け
で
は
な
い
。

関東大震災当時の市街地と焼失区域

現銀座四丁目交差点付近の焼跡（東京市『東京
震災録』）

震災当日、火災により発生した入道雲（内務省
社会局『大正震災志』）

東京上野周辺を空より撮影（東京市『東京震災
録』）

震災当日午後4時現在の焼失区域（1923関東大震
災報告書第二編）
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荒
井
さ
ん
の
も
と
に
届
い
た
手
紙
は

2
0
0
通
を
超
え
て
い
た
そ
う
。
当
時
、

自
動
車
販
売
会
社
を
経
営
し
、
日
々
、
セ
ー

ル
ス
で
頭
を
下
げ
る
毎
日
を
送
っ
て
い
た

彼
を
、
幾
つ
も
の
笑
顔
と
感
謝
の
声
が
変

え
て
い
っ
た
。
自
身
も
被
災
し
た
阪
神
・

淡
路
大
震
災
で
は
被
災
し
た
翌
日
か
ら
ト

ラ
ッ
ク
で
給
水
を
始
め
、
1
週
間
後
に
は

お
風
呂
を
提
供
。
そ
し
て
中
越
地
震
、
中

越
沖
地
震
、
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
…
…
。

地
震
が
起
こ
る
と
ト
ラ
ッ
ク
に
乗
っ
て
現

地
に
か
け
つ
け
、
み
ん
な

が
喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
を

探
し
、
大
勢
の
人
を
巻
き

込
ん
で
そ
れ
を
実
現
さ
せ

て
い
く
。

「
復
興
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

は
ま
り
経
営
者
と
し
て
失

格
で
す
（
笑
）。
今
は
被

災
地
に
行
き
現
地
協
力
者

を
募
り
、
お
金
で
は
な
く
、

『
知
恵
と
汗
』
を
出
し
活

動
し
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ

り
人
間
、
好
き
な
こ
と
を

し
な
い
と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
あ
く
ま
で
も
人
間
対

人
間
。
現
場
に
行
っ
て
何

人
も
の
人
と
話
し
て
い
る

と
何
を
し
た
ら
喜
ん
で
も

ら
え
る
の
か
わ
か
る
。
後
は
行
動
の
み
」

　

そ
ん
な
荒
井
さ
ん
が
、
子
ど
も
た
ち
に

楽
し
み
な
が
ら
防
災
を
意
識
し
て
ほ
し
い

と
始
め
た
の
が
「
防
災
楽
習
迷
路
」
だ
。

こ
の
迷
路
は
ゴ
ー
ル
に
向
か
う
の
が
目
的

で
は
な
い
。
迷
路
は
被
災
し
た
家
。
行
き

止
ま
り
に
置
い
て
あ
る
紙
は
、「
飲
料
水
」

や
「
懐
中
電
灯
」
な
ど
必
要
な
も
の
。「
ガ

ス
の
元
栓
」
な
ど
の
注
意
点
も
あ
る
。
行

き
止
ま
り
を
探
し
な
が
ら
、
無
事
に
避
難

す
る
と
い
う
ゲ
ー
ム
な
の
だ
。

「
中
高
校
生
用
に
は
迷
路
を
町
に
し
ま
し

た
。
歩
き
な
が
ら
、
防
災
マ
ッ
プ
を
作
っ

て
い
く
ん
で
す
。
ア
イ
デ
ア
さ
え
あ
れ
ば
、

何
に
で
も
変
え
ら
れ
る
ん
で
す
」

　

目
を
輝
か
せ
て
迷
路
を
歩
く
子
ど
も
た

ち
に
先
生
た
ち
も
驚
い
た
そ
う
。
そ
し
て

荒
井
さ
ん
は
自
ら
の
言
葉
で
震
災
の
体
験

を
子
ど
も
た
ち
に
話
し
、
そ
の
思
い
が
子

ど
も
た
ち
の
心
に
種
を
巻
い
て
い
く
の
だ
。

成
7
年
6
月
27
日
。「
復
興
の

息
吹
を　

ヒ
マ
ワ
リ
咲
く
」
そ
う

題
さ
れ
た
記
事
が
新
聞
の
一
面
を
飾
る
。

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受

け
た
神
戸
の
民
家
跡
地
に
ひ
ま
わ
り
が
誇

ら
し
げ
に
咲
い
て
い
た
と
い
う
の
だ
。
こ

の
夏
、
神
戸
に
た
く
さ
ん
の
ひ
ま
わ
り
が

咲
き
誇
り
、
震
災
で
傷
つ
い
た
多
く
の
人

を
癒
し
た
。
そ
の
種
を
ま
い
た
の
が
〝
ひ

ま
わ
り
オ
ジ
サ
ン
〞
と
し
て
知
ら
れ
る
荒

井
勣
さ
ん
だ
。

「
瓦
礫
の
町
を
ひ
ま
わ
り
で
明
る
く
し
た

く
て
、
ド
ラ
ム
缶
で
3
杯
半
の
種
を
配
り

ま
し
た
。
娘
を
亡
く
し
た
と
い
う
お
母
さ

ん
か
ら
『
ひ
ま
わ
り
が
大
好
き
だ
っ
た
娘

が
帰
っ
て
き
た
よ
う
で
、
と
て
も
心
が
癒

さ
れ
ま
し
た
』
と
い
う
手
紙
を
も
ら
っ
た

時
は
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」

防災リーダーの

NPO法人ひまわりの夢企画代表

荒井 勣さん

第1回

あらい・いさお●NPO法人ひまわりの夢企画
代表。阪神・淡路大震災以降、災害被災地で
ボランティアを続ける。被災地に茶碗を送ろうと
呼び掛けて1200箱の茶碗を集め、トラックで
運んだことも。「防災楽習迷路」は平成20年
度防災教育チャレンジプラン大賞受賞。

神戸の〝ひまわりオジサン〟。
全国の被災地でそう呼ばれ、
愛されているのが荒井 勣さん。
トラックに乗って駆け付け、
笑顔の種をまいていくのだ。

全国に広がる

ひまわり

ネットワーク

平

防災楽習迷路で遊ぶ子どもたち（写真提供：NPO法人ひまわりの夢企画）
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津波から村人の命を救った、
日本の民話「稲むらの火」を
アジア8カ国の言語に翻訳。
子どもたちの教材として
海外で役立てられています。

む
ら
の
火
」
の
お
話
を
、
各
国
の
風
俗
や

習
慣
を
取
り
入
れ
て
少
し
ず
つ
変
更
し
な

が
ら
紹
介
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
主
人
公

や
登
場
人
物
の
名
前
や
顔
、
衣
服
は
、
配

布
国
の
子
ど
も
た
ち
が
違
和
感
を
抱
か
ず

に
物
語
の
中
に
入
っ
て
い
け
る
よ
う
、
ア

レ
ン
ジ
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
教
材
の
優
れ
た
と
こ
ろ
は
、
物
語

を
読
み
進
め
ば
、
津
波
防
災
の
知
識
を
自

然
な
形
で
吸
収
で
き
る
点
。「
稲
む
ら
の
火
」

は
、
1
8
5
4
年
12
月
24
日
に
日
本
で
起

津
波
復
興
や
防
災
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、

こ
の
教
材
を
各
国
で
配
布
し
て
い
る
。
ア

ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
教
材
が
各

国
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
お
い
て
、
将

来
の
津
波
発
生
時
の
被
害
を
軽
減
す
る
手

助
け
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

ジ
ア
防
災
セ
ン
タ
ー
（
A
D
R
C
）

は
2
0
0
5
年
か
ら
2
0
0
6

年
に
か
け
て
、
N
G
O
ア
ジ
ア
防
災
・
災

害
救
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
A
D
R
R
N
）

と
協
力
し
、
ア
ジ
ア
の
8
カ
国
に
向
け
て
、

9
言
語
に
よ
る
津
波
啓
発
の
教
材
を
作
成

し
た
。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
向
け
の
ベ
ン
ガ

ル
語
版
、
イ
ン
ド
向
け
の
ヒ
ン
デ
ィ
語
と

タ
ミ
ル
語
版
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
向
け
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
語
版
、
マ
レ
ー
シ
ア
向
け
の

マ
レ
ー
語
版
、
ネ
パ
ー
ル
向
け
の
ネ
パ
ー

ル
語
版
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
向
け
の
英
語
版
（
大

人
用
）
と
タ
ガ
ロ
グ
語
版
（
子
ど
も
用
）、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
向
け
の
英
語
版
、
ス
リ
ラ

ン
カ
向
け
の
シ
ン
ハ
ラ
語
版
の
大
人
用
と

子
ど
も
用
の
合
計
18
種
類
が
あ
る
。

　

こ
の
教
材
で
は
、
日
本
で
津
波
防
災
教

育
の
た
め
に
民
話
を
基
に
作
成
さ
れ
た「
稲

日本の

「稲むらの火」普及プロジェクト
第1回

日本の民話が

世界へ！ 津波から

アジアの命を守る

ア

を世界に

き
た
巨
大
な
津
波
被

害
を
題
材
と
し
て
作

成
さ
れ
た
小
学
生
向

け
の
教
材
で
、
災
害

の
教
訓
か
ら
学
ぶ
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
を

伝
え
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
、
災
害
時
の

迅
速
な
判
断
と
行
動

の
必
要
性
に
つ
い
て

教
え
て
い
る
。

　

作
成
に
協
力
し

た

A
D
R
R
N

の

メ
ン
バ
ー
団
体
は
、

A
D
R
C
と
協
力

し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
実

施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
の

※
A
D
R
R
N
は
国
連
人
道
問
題
調
整
事
務
所
神
戸
と

A
D
R
C
の
支
援
に
よ
っ
て
2
0
0
2
年
に
設
立
さ

れ
た
N
G
O
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
ア
ジ
ア
地
域
で
よ
り

効
果
的
な
防
災
や
災
害
救
援
活
動
を
行
う
た
め
に
互
い

の
知
識
や
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

1854年、安政南海地震津波が紀州広村（現・
和歌山県広川町）を襲った際、浜口梧陵
は稲を積み上げた「稲むら」に火を放ち、
暗闇で逃げ惑う村人を高台の神社に導い
た。この実話を基にラフカディオ・ハー
ン（小泉八雲）は作品「A Living God」の
挿話を書き、これを分かりやすく短編化
したものが「稲むらの火」である。

インド

インドネシア

写真提供：アジア防災センター31



地震、津波、風水害……さまざまな災害を実際に体験した方に、
「もし、一日前に戻れたら何をしますか？」と訊ねたのが、「一日前プロジェクト」。被災者の声は、

私たちにいろいろなことを教えてくれます。今月のテーマは『宮城県北部地震（平成15年7月26日）その3』です。

私たち（被災者）から皆さんに伝えたいこと

http://www.bousai.go.jp/km/imp/
被災者の実体験を聞くことができる『一日前プロジェクト』は左記HPでも見ることがで

きます。家庭はもちろん、地域や職場など、さまざまな話が掲載されていますので、企業

の「社内報」や地域での「広報」に幅広く活用してください。

もし、1日前に戻 れたら…

水が使えず、お皿にラップ
（石巻市 70 代 男性）

私のうちは地震後92時間、３日半ぐら

い水が出なかったのね。トイレはすぐ近く

の病院ですませました。病院は自家発電で

大丈夫だったから。

水がなくて一番困るのは、何でも洗うこ

とができないということなんですよね。で、

アウトドアでやったのを思い出して、ご飯

を食べるときもコーヒーを飲むときもラッ

プを敷いて使いました。

友達が多いものだから、食べる物がない

だろうからって、豚の角煮だのいろいろと

持ってきてくれるのです。ああいうのって

油っぽいから、洗うのは大変ですよね。だ

けど、ラップを敷くやり方だと、汚れたら

ラップさえ取り替えればいいわけです。水

が出るまでの間、ずっとそうやっていまし

た。

家の中でも
靴がなければ動けない
（東松島市50 代　女性）

４階建てのアパートの１階に住んでいま

すが、とにかく、その瞬間というのは、動

くことができませんでした。もうア然とし

て、例えば火のもとを消しにいったりする

ことなどできない状況でした。

アパートの方たちは、みんなすぐには外

に出ませんでしたね。ちょっと揺れがおさ

まってから外に出たような感じでした。す

ぐ外に出ると、飛んでくるものがあるんじ

ゃないかって思っていたみたいです。

揺れがだいぶ落ちついてから、あと片づ

けのために家の中に戻りましたが、悲惨な

状況でした。割れた食器などが散乱してい

て、危険な感じでした。

地震のときは、家の中でも靴をはいて動

かないと危ないっていうことを、初めて体

感しましたね。

地震の被害があった後、耐震診断の授業

を受けた子どもたちが先生となって地域で

講習会をやったんです。参加するおじいち

ゃん、おばあちゃん世代の人も、孫世代か

ら言われると身にしみるのか、耐震の大切

さを実感されたようです。

地場産品を販売する産業祭の中でも、中

学生の子供たちが一つのテントを持って、

模型やパネルを置いて、お客さんたちに耐

震の大切さというのを一生懸命アピールし

ていました。

これをきっかけに、地元の中学校で「松

島防災学」が始まりました。図上訓練をや

ってみたところ、いろんな意見が出て時間

が足りませんでした。来年は図上訓練だけ

を、半日ぐらいかけてやろうかなと思って

います。

これから大人になる中学生たちに防災

の正しい知識を身につけてもらうことは、

とても大切なことだと思います。

中学生の「防災学」
（宮城郡 30 代　男性　役場職員）
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防災 Q&A

あ
ん
し
ん
箱
を
日
ご
ろ
か
ら
備
え
て

お
く
と
、
急
な
入
院
の
多
い
高
齢

者
が
、
慌
て
て
準
備
を
し
な
く
て
も
す
み

ま
す
し
、
災
害
時
に
も
活
用
で
き
ま
す
。

例
え
ば
、
こ
の
箱
に
、
非
常
持
ち
出
し
袋

に
入
り
き
ら
な
い
よ
う
な
洗
面
道
具
や
湯

飲
み
、
着
替
え
、
下
着
な
ど
を
入
れ
て
お

く
と
、
い
ざ
と
い
う
時
に
更
に
安
心
で
す
。

　

あ
ん
し
ん
箱
に
使
え
る
箱
は
、
中
身
が

見
え
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ケ
ー
ス
が
最
適
で

す
が
、
片
手
で
も
持
ち
や
す
い
取
っ
手
が

あ
る
と
、
な
お
便
利
で
す
。
家
族
が
多
い

場
合
に
は
、
大
き
な
カ
バ
ン
や
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス
を
あ
ん
し
ん
箱
に
す
る
の
も
よ
い
で

Q

　

例
え
ば
、
福
岡
県
の
知
的
障
が
い
児
の

お
母
さ
ん
た
ち
が
作
っ
た
あ
ん
し
ん
手
帳

（
S
O
S
フ
ァ
イ
ル
）
に
は
、
万
一
、
子
ど

も
が
1
人
に
な
っ
て
も
、
誰
か
の
助
け
で

生
き
て
い
け
る
よ
う
に
と
、
住
所
、
氏
名
、

家
族
構
成
は
も
ち
ろ
ん
、
衣
服
の
着
脱
が

で
き
る
か
、
歯
磨
き
・
洗
顔
が
で
き
る
か

な
ど
の
日
常
生
活
能
力
が
40
枚
の
紙
に
書

か
れ
、
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
さ
れ
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
で
は
、
在
宅
で
人
工
呼
吸
器
を
装

着
し
て
い
る
難
病
患
者
一
人
ひ
と
り
に
、

人
工
呼
吸
器
の
型
番
や
電
力
会
社
の
連
絡

先
な
ど
が
記
載
で
き
る
あ
ん
し
ん
手
帳
を
、

保
健
師
が
制
作
し
て
い
ま
す
。

お年寄りや障がい者に
必要な備えはありますか？

A「あんしん箱」をご存じでしょうか。高齢者が、急な入院や災害時に、非常持ち出し袋に入りきらない洗面道具やタオル、替えの下着などを入れておく箱のことです。また、障がい者や持病がある災害時要援護者には、自分の病歴や履歴など、
災害時に必要な情報が書かれた紙を、一冊のファイルにまとめた「あんしん手帳」を持つことをお勧めします。

「あんしん箱」と「あんしん手帳」を備えましょう！

し
ょ
う
。
あ
ん
し
ん
箱
に
は
、
中
に
入
れ

て
お
い
た
も
の
が
何
か
が
分
か
る
よ
う
に

チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
を
貼
っ
て
お
き
ま
す
。

　

ま
た
、
お
年
寄
り
や
障
が
い
者
、
持
病

の
あ
る
方
な
ど
災
害
時
要
援
護
者
に
は
、

「
あ
ん
し
ん
手
帳
（
A
4
サ
イ
ズ
の
ク
リ

ア
ポ
ケ
ッ
ト
フ
ァ
イ
ル
）」
を
持
つ
こ
と
を

提
案
し
ま
す
。
フ
ァ
イ
ル
に
は
、
離
れ
て

暮
ら
し
て
い
る
家
族
の
情
報
や
病
歴
、
避

難
を
助
け
て
く
れ
る
支
援
者
の
情
報
、
避

難
所
の
場
所
、
病
院
や
支
援
機
関
の
連
絡

先
な
ど
が
記
さ
れ
た
紙
や
、
災
害
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
、
大
事
な
書
類
、
家
族
の
写
真

な
ど
を
入
れ
て
お
き
ま
す
。

早
稲
田
大
学
法
学
部
卒
業
後
、
板
橋
区
役
所
入
区
。
防

災
課
長
、
板
橋
福
祉
事
務
所
長
を
経
て
、
現
在
は
契
約

管
財
課
長
。
法
政
大
学
大
学
院
兼
任
講
師
（
防
災
危
機

管
理
研
究
）
な
ど
も
務
め
る
。「
高
齢
者
・
障
害
者
の
災

害
時
の
避
難
支
援
の
ポ
イ
ン
ト
」
な
ど
、
著
書
多
数
。

N
P
O
法
人
東
京
い
の
ち
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
理
事

鍵
屋 

一

防
災
、
災
害
に
関
す
る
疑
問
・
質
問
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
内
閣
府
（
防
災
担
当
）
ま

で
、
は
が
き
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
に
て
お

寄
せ
下
さ
い
。

専
門
家
が
て
い
ね
い
に
お
答
え
し
ま
す
。

〒
1
0
0-

8
9
6
9

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
1-

2-

2

中
央
合
同
庁
舎
第
5
号
館
3
階

内
閣
府
（
防
災
担
当
） 

防
災
Q
&
A
係

ま
で

0
3-

3
5
8
1-

8
9
3
3
（
F
A
X
）

info@
kouhou-bousai.jp
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防
災
分
野
の
あ
る
大
学
教
授
が
、
顔
を

合
わ
せ
る
た
び
「
防
災
対
策
や
被
災
時
対

応
の
想
定
が
（
自
治
体
や
関
係
機
関
に
比

べ
て
）
最
も
遅
れ
て
い
る
住
民
レ
ベ
ル
を

ど
う
底
上
げ
す
る
か
、
悩
ま
し
い
」
と
繰

り
返
す
。
東
海
地
震
を
中
心
と
し
た
防
災

取
材
を
担
当
し
て
一
年
半
、
こ
の
言
葉
の

意
味
を
痛
切
に
感
じ
な
が
ら
日
々
を
過
ご

し
て
い
る
。

家
具
の
固
定
率
、
39
・
5
％̶

̶

。

東
海
地
震
に
関
す
る
政
府
の
地
震
防
災

戦
略
の
進
ち
ょ
く
状

況
が
ま
と
ま
り
、
静

岡
や
愛
知
な
ど
被
害

が
予
想
さ
れ
る
強
化

地
域
内
の
数
値
が
示

さ
れ
た
。「
東
海
地

震
説
」
が
世
に
出
て

既
に
30
年
余
り
が
た
ち
、
も
は
や
防
災
の

素
人
で
は
な
い
は
ず
の
市
民
の
実
に
6
割

を
超
え
る
人
た
ち
が
、
今
す
ぐ
に
で
も
実

行
で
き
る
、
ご
く
身
近
な
防
災
行
動
を

取
っ
て
い
な
い
計
算
に
な
る
。「
あ
す
起

き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
」
東
海
地
震
に

対
し
て
悠
長
す
ぎ
や
し
な
い
か
。
個
々
の

防
災
意
識
を
映
し
出
す
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と

も
言
え
る
家
具
の
固
定
率
は
、
い
ま
だ
行

政
や
団
体
に
頼
り
切
っ
て
い
る
市
民
の
性

格
を
浮
き
彫
り
に
し
た
感
が
あ
る
。

　
　
　
　

◆　
　

◆　
　

◆

と
こ
ろ
で
、
静
岡
県
立
総
合
病
院
に
安

田
清
さ
ん
と
い
う
副
院
長
が
い
る
。
今
年

初
め
に
横
浜
で
開
か
れ
た
震
災
技
術
展
で

氏
の
講
演
に
接
し
た
。
東
海
地
震
発
生
時

は
、
地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
「
当
院
は

ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

絞
っ
た
医
療
体
制
を
展
開
す
る
」
と
主
張

し
、
少
々
の
衝
撃
と
と
も
に
聴
い
た
。

ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
は
、
倒
壊
家
屋
な

ど
に
長
時
間
圧
迫
さ
れ
た
筋
肉
が
解
放
さ

れ
る
と
血
液
中
に
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
有
害

物
質
が
大
量
に
流
れ
出
し
、
心
室
細
動
や

心
停
止
を
引
き
起
こ
す
。
一
見
し
て
症
状

の
判
別
が
難
し
い
た
め
、
程
度
を
軽
く
見

て
い
る
と
突
然
死
に
至
る
危
険
な
疾
患

で
、
平
成
7
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で

一
般
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
適
切

な
処
置
さ
え
施
せ
ば
命
を
救
え
る
こ
と
か

ら
、
氏
は
同
症
候
群
を
〝
防
げ
る
死
〞
と

位
置
付
け
て
い
る
。
こ
れ
に
特
化
し
て
対

応
し
よ
う
と
い
う
わ
け
だ
。

受
け
止
め
よ
う
に
よ
っ
て
は
極
端
と
も

取
れ
る
主
張
内
容
だ
が
、
発
災
時
は
同
病

院
の
周
辺
だ
け
で
も
千
人
以
上
が
建
物
の

生
き
埋
め
に
な
る
と
の
デ
ー
タ
が
あ
る
。

骨
折
患
者
や
裂
傷
患
者
が
病
院
に
殺
到

し
、
対
応
に
追
わ
れ
る
う
ち
に
本
来
な
ら

救
え
る
命
の
と
も
し
び
が
消
え
て
い

く̶
̶

。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
の
救
護

経
験
を
持
つ
氏
に
は
、
当
時
の
様
子
が
脳

裏
に
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「（
骨
折
患

者
な
ど
は
）『
助
か
っ
て
い
る
命
』
だ
」

と
明
快
で
、
そ
う
し
た
患
者
は
地
域
住
民

同
士
が
連
携
し
て
対
応
、
処
置
す
べ
き
と

論
じ
た
。
医
療
機
関
が「
で
き
な
い
こ
と
」

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
防
災
に
向
け

た
あ
る
べ
き
ま
ち
づ
く
り
の
姿
は
む
し
ろ

明
確
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
も
鍵

を
握
っ
て
い
る
の
は
住
民
の
防
災
意
識
の

改
革
や
高
揚
、
そ
し
て
実
行
だ
。
行
政
や

関
係
機
関
の
一
方
通
行
で
は
何
も
変
わ
ら

な
い
。

先
の
防
災
戦
略
の
進
ち
ょ
く
状
況
で

は
、
東
海
地
震
の
死
者
数
は
当
初
の
想
定

よ
り
1
3
0
0
人
減
少
す
る
も
の
の

7
9
0
0
人
に
上
る
と
の
試
算
が
併
せ

て
示
さ
れ
た
。
市
民
一
人
ひ
と
り
が
自
ら

防
災
行
動
を
一
つ
実
行
す
る
だ
け
で
も
、

こ
の
数
字
は
大
き
く
改
善
で
き
る
よ
う
に

思
う
。
家
具
を
固
定
さ
え
し
て
い
れ
ば

…
…
の
よ
う
な
〝
防
げ
た
死
〞
を
い
か
に

減
ら
す
か
。
取
材
と
記
事
を
通
じ
て
ど
う

喚
起
し
て
い
け
る
か
を
常
に
考
え
て
い

る
。

望まれる
個々の
防災行動

かわむら　ひでゆき●平成14年、静岡
新聞社入社。社会部、浜松総局、水窪支
局、社会部を経て平成19年10月から東
京支社。

静岡新聞社東京支社編集部

河村 英之

記 者 の

眼
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従
来
、
気
象
レ
ー
ダ
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
る
C
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
は
、

観
測
か
ら
情
報
提
供
ま
で
10
分
程
度

必
要
だ
っ
た
が
、
X
バ
ン
ド
Ｍ
Ｐ
レ

ー
ダ
は
1
〜
2
分
程
度
の
感
覚
で
観

測
か
ら
情
報
提
供
が
可
能
と
な
る
。

ま
た
、
X
バ
ン
ド
Ｍ
Ｐ
レ
ー
ダ
は
、

こ
れ
ま
で
よ
り
も
詳
細
に
雨
雲
の
発

生
や
雨
雲
の
発
達
・
移
動
、
雨
粒
の

大
き
さ
な
ど
を
観
測
で
き
、
短
時
間

で
局
地
的
に
発
生
す
る
雨
雲
の
観
測

に
効
果
を
も
た
ら
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
集
中
豪
雨
等

に
よ
る
浸
水
被
害
や
水
難
事
故
を
減

ら
す
た
め
、
今
後
、
写
真
の
よ
う
な

X
バ
ン
ド
Ｍ
Ｐ
レ
ー
ダ
を
3
大
都
市

圏
等
に
10
数
基
設
置
し
、
早
期
に
情

報
提
供
で
き
る
体
制
を
整
え
る
方
針

だ
。

Schedule

XバンドMPレーダ
降雨などの情報をほぼリアルタイムに観測できる

防災技術 Front Line

写真と図の提供：（独）防災科学技術研究所

3 月  6日 第 24回防災ポスターコンクール表彰式

3月17日 大規模水害対策に関する専門調査会（第14回）

3月 24日～ 27日　UN／ESCAP第 1回災害危機軽減委員会

3月26日 災害教訓の継承に関する専門調査会（第12回）

4月 21日 中央防災会議（第 24回）

5月16日 利根川水系連合水防演習

5月18日 利根川・荒川大臣調査

5月29日　大規模水害対策に関する専門調査会（第15回）

5月 29日　防災白書閣議決定・国会報告

3 月～ 5月の動き

神奈川県海老名市に設
置されている、防災科
学技術研究所Xバンド
MPレーダ

XバンドMPレーダで観測
された、平成20年 8月5日
12時 00 分の東京都豊島区
付近の大雨（単位はmm/h）

6 月～ 7月の予定

6 月 16 日～ 19 日　UNISDRグローバルプラットフォーム会合

地震が起こったらどうするのか。起
きたらどうなるということを想像して
歩いてみると、結構危険が多いなと
思うことがある、たとえば、道路わ
きに古い標識があり○○川と書いて
あるが、川がない「ここは昔川で水
が集まる場所だったとか、片側には
急な斜面があり地震で崩れるかもし
れない。普段何気なく歩いている道
の周囲について、危険を感じながら
歩いてみるのはいかかですか。（宮）

地震発生の確率を示した日本地図を
見て、自分の生活している所はどの
くらいの確率か？　誰しもが思うこ
とではないだろうか。数値が低いか
ら安全・高いから危険という視点で
見るのではなく、自分の生活する地
域も決して確率が「ゼロ」ではない
ことを認識し、そのために何をすべ
きか？　何ができるかを考え実践す
ることが求められる。（曽）
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第25回防災ポスターコンクール実施のお知らせ

　内閣府は、平成 21年度における

防災週間行事の一環として、関係機

関等の協力を得て、広く一般から防災

に関するポスターデザインを公募する

ことにより、防災意識のいっそうの高

揚を図り、「日頃からの具体的な備え」

を実践する国民運動を展開することを

目的に、「第25回防災ポスターコン

クール」作品の募集および表彰等を

実施します（主催：内閣府、防災推

進協議会）。

　昨年度は全国各地から合計で

3994点のご応募をいただきました。

　今年度の作品募集期間は、8月3

日（月）～10月23日（金）です。優

秀作品は「防災週間ポスター」への

掲載をはじめ、防災意識啓発のため

の各種のパンフレット等に幅広く活用

させていただくほか、防災関連行事等

での展示も行います。「第25回防災

ポスターコンクール」の実施要領、作

品の送り先などの詳細は内閣府防災

情報のページ http://www.bousai.

go.jp/（近日中に公開予定）をご覧く

ださい。

※防災推進協議会は昭和57年設立、
日本赤十字社など68団体で構成

身近な防災まちづくり活動の発表・交流の場

「全国防災まちづくりフォーラム」に、
あなたの“まち”からも参加しませんか？

幼児・小学1～4年生の部
愛知県

だれでもアーティストクラブ
幼児

松野 みかん（まつの みかん）さん

小学5・6年生の部
愛知県

名古屋市立上社小学校　5年
中神 舞（なかがみ まい）さん

小学5・6年生の部
神奈川県

相模原市立緑台小学校 6年
木村 かのう（きむら かのう）さん

中学生・高校生の部
石川県

羽咋市立邑知中学校　3年
所司 悠里（しょし ゆり）さん

中学生・高校生の部
千葉県

東京学館浦安高等学校　1年
出山 森（でやま みつき）さん

中学生・高校生の部
徳島県

徳島県立徳島商業高等学校　3年
森本 菜暁（もりもと なつき）さん

名古屋市中村区日吉学区連絡協議会による活動発表の様子
（避難用“モンゴル型テント”）

～開催のあらまし～
平成 21年 8月23日(日)

（「防災フェア2009 in はままつ」と並行開催 )

静岡県浜松市

アクトシティ浜松・コングレスセンター

内閣府・浜松市・防災推進協議会

地域の防災にまつわる活動・工夫さえあれば、

防災のために組織された団体である必要はありません。

○

○

○

○

※参加団体の募集については、詳細が決まり次第、内閣府防災担当ホーム

　ページ等を通じて、お知らせいたします。

開 催 日

会 場

主 催

参加資格

　内閣府防災担当ホームページ

　http://www.bousai.go.jp/

第24回防災ポスターコンクール入賞作品［平成20年度］佳作

：

：

：

：


